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中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
本
参
資
料
研
究
序
説

(
一
)

飯

塚

大

展

は
じ
め
に

私

は
、
日
本
に
お
け
る
中
世
禅
宗
史
の

一
端
を
垣
間
見
る
べ
く
、
禅
籍
抄
物
を
研
究

の
対
象
と
し
て
選
択
し
た
が
、
本
よ
り
そ
れ
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
直
接
的
に
五
山

・
林
下

(曹
洞
宗
道
元
派
下
、
臨
済
宗
大
徳
寺
派
、
妙
心
寺
派
等
)

の
歴
史
的
展
開
の
解

明
や

思
想
史
研
究
に
寄
与
し
得
る
と
は
思
わ
な

い
。
私
自
身
、
所
謂
宗
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
終
始
し
て
い
る
点
に
は
、
内
心
慨
泥
た
る
思

い
は
あ
る
。
本
稿
が
扱
う
資
料
は
、
極
く
限
定
さ
れ
た
本
参

(門
参

・
密
参
録
)
と
言
わ
れ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
構
想
と
し
て
は
林

下
曹

洞
宗
道
元
派
下
の
展
開
を
軸
に
考
察
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
石
屋
派
の
抄
物
資
料

の
紹
介
に
と
ど
ま

っ
て

い
る
。
ま
た
資
料
自
体
も
必
ず
し
も
新
出

の
物
で
は
な

い
。
石
屋
派

の
円
応
寺
所
蔵
資
料
を
選
ん
だ
理
由
は
、
室
町
時
代
後
半
か
ら
江
戸

時
代

初
頭
に
か
け
て
の
、
ま
と
ま

っ
た
、
し
か
も
多
様
な
禅
籍
抄
物
資
料
群
で
あ
る
事
と
、
関
東
を
中
心
に
展
開
し
た
了
庵
派
下
の
各
派

の
本
参
と

の
比
較
を
今
後

の
課
題
と
し
て
設
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
は
同
時
に
大
徳
寺
派
、
妙
心
寺
派
、
及
び
幻
住
派
の
本
参

資
料
と
の
比
較
も
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
大
徳
寺
派
及
び
幻
住
派
の
禅
籍
抄
物
に

つ
い
て
は
、
私
自
身
極
め
て
不
十
分
な

　
　

　

論
議

で
あ
る
が
、
若
干
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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応
仁

・
文
明
の
乱
以
降
、
室
町
時
代
後
半
よ
り
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
は
、
最
も
活
発
に
曹
洞
宗
各
派
が
地
方
に
展
開
し
た
時
期
に

あ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
展
開
し
た
各
派
は
や
が
て
独
自
の
宗
風
を
確
立
し
、
そ
れ
は
と
く
に
公
案
体
系
お
よ
び
公
案
解
釈
に
お
い

て
顕
著

に
な

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
方
に
展
開
し
た
各
派
は
、
そ
の
地
方
に
最
も
早
く
進
出
し
、
外
護
者
を
得
て
建
立
さ
れ
た

寺
院
を
振
点
と
し
て
、
次
々
と
本
末
関
係
を
有
す
る
子
院
を
開
創
す
る
と
い
う
形
で
、

一
定
の
地
域
に
根
ざ
し
て
い

っ
た
。
そ
の
派
の
擦

点
寺
院
と
な

っ
た
本
寺
は
、
し
ば
し
ば
輪
住
制
と
い
う
形
を
と
り
、
派
内
で
末
寺
関
係
に
あ
る
主
だ

っ
た
寺
院
の
住
持
が
本
寺

へ
と
晋
住

し
、

一
定
期
間
住
持
を
務
め
る
と
い
う
形
で
、
本
寺
の
権
威
化
と
経
営
的
基
盤
を
固
め
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
直
接
的
な
本
末
関
係
に
あ

る
寺
院
間
の
門
派
意
識
、
帰
属
意
識
が
強
固
な
も
の
と
な

っ
て
行

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
部
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
永
平

寺
、
総
持
寺
に
対
す
る
帰
属
意
識
は
相
対
的
に
稀
薄
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
形
式
的
に
自
己
の
同

一
性
を
曹
洞
宗
に
求
め
る
こ

と
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
大
枠
で
自
己
の
正
当
性
を
述

べ
る
際
に
限
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
自
ら
は
臨
済
宗
と
は
異
な
り
、
か
つ
五
山
の
僧

で
は
な
く
、
曹
洞
宗
に
属
し
、
道
元
の
法
孫
で
あ
る
こ
と
の
正
統
性
を
強
く
主
張
す
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
各
派
毎

に
こ
の
よ
う
な
同

一
門
派

と
し
て
の
強
い
帰
属
意
識
が
醸
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
が
独
自
な
教
学
的
裏
づ
け
を
有
し
て
い
た

こ
と
が

一
因
と

し
て
想
定
さ
れ
る
。
今
後
、
私
は
地
方
的
展
開
を
果
た
し
た
幾

つ
か
の
門
派
を
考
察
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
教
学
的
背
景
を
研
究
し
て
行

き
た
い
と
思
う
。
本
稿
は
そ
の
準
備
作
業
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

一

語
録
抄
と
本
参

　　
　

一
般

に
洞
門
抄
物

の
分
類
と
し
て
用
い
ら
れ
て
る
の
は
、
石
川
力
山
氏

の
分
類
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
一
)
語
録
抄

(聞
書
抄
)
ー
禅
宗
典
籍
類
の
注
釈
書
で
、
原
則
的
に
は
講
義
提
唱
し
た
も
の
を
聴
講
者
が
そ
の
ま

ま
筆
録
し
た
も
の

を
意
味
し
、
聞
書
抄
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
第

一
義
的
に
は
仮
名
書
き
口
語
体
の
抄
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
洞
門

抄
物
の
資
料
的
特
徴
も
こ
の
点
に
あ
る
が
、
抄
を
広

い
意
味
で
の
注
釈
書
と
み
る
な
ら
、
若
干
の
漢
文
抄
も

こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
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(
二
)
代
語

(代

・
下
語

・
著
語
)
ー
古
則
公
案
や
機
縁
の
語
句
、
重
要
な
詩
句
等
に
対
し
て
、
中
国
以
来

の
伝
統
的
な
方
法
で
あ
る

著
語
の
形
で
語
を
付
し
、
公
案
理
解
の

一
助
に
資
し
た
も
の
で
、
時
代
が
下
る
と
仮
名
書
き

の
も
の
も
出
現
す
る
。
形
式
と
し
て

は
、

一
則

の
公
案
を
示
し
、
拶
語
を
も

っ
て
学
人
に
問
い
か
け
、
そ
の
答
え
が
な
け
れ
ば
、
学
人
に
代

っ
て
師
家
が
著
語
を
下
す

と
い
う
手
順
を
取
る
。

(三
)
代
語
抄

・
再
吟
ー
公
案
に
対
し
て
下
さ
れ
た
代
語

(著
語
)
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
や
字
義
等
を
詳
し
く
評
釈
注
釈
し
た
も
の

で
あ
り
再
吟
も
同
様
の
性
格
を
持

つ
も

の
で
あ
る
が
、
代
語
抄
を
さ
ら
に
再
吟
味
し
て
注
釈
を
付
加
し
た
意

と
解
さ
れ
る
。

(四
)
門
参

(本
参

・
秘
参

・
伝
参

・
秘
書
)
1
中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
公
案
禅
盛
行

の
実
態
を
伝
え
る
資
料
で
、
入
室
参
禅

・
公
案

参
得
の
手
引
書

で
、
洞
門
抄
物
中
で
も
最
も
多
量
の
伝
本
が
現
存
す
る
。
参
禅
の
室
内
に
お
け
る
師
家
と
学

人
の
問
答
応
酬
の
仕

方
や
、
公
案
解
釈
の
方
法
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、
伽
藍
法
の
伝
授
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
る
。

(五
)
切
紙

(断
紙
)
1
嗣
法
三
物
に
関
す
る
口
伝
や
、
葬
送

・
供
養
な
ど

の
諸
儀
礼
、
宗
旨

の
秘
訣
、
公
案
の
要
旨
等
を
、

一
項
目

毎
に

一
枚
の
紙
に
書
き

つ
け
、
年
記

・
伝
授
者

・
相
承
者
を
明
記
し
て
秘
密
伝
授
し
た
も
の
。

石
川
氏
に
依
れ
ば
、
〈語
録
抄
〉
の
漢
文
抄
が
成
立
す
る
の
は
洞
門
抄
物

の
中
で
は
比
較
的
早
く
、
続
い
て
、
聞
書
抄

(仮
名
抄
)
が
成

立
す

る
と
さ
れ
る
。
〈語
録
抄
〉
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
川
僧
慧
済
の

『
人
天
眼
目
抄
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
中
世
曹
洞
宗

　　
　

の
…叢
林
に
お
け
る
生
活

の

一
面
が
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
石
川
氏
の
論
稿
が
あ
り
、
私
自
身
も
別
稿
に

　　
　

お
い
て
考
察
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

次

に
聞
書
抄

(仮
名
抄
)
と
は
、
ど
の
よ
う
な
注
釈
ス
タ
イ
ル
な
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
駒
澤
大
学
図
書
館

蔵

『碧
巌
録
抄
』
を

一
例

と
し
て
取
り
あ
げ

て
み
た
い
。

△
垂
示
、
乾
坤
窄
、
日
月
星
辰

一
時
黒
。
世
界
ノ
マ
ツ
ク
ラ
ニ
カ
キ
陰
タ
ル
時
ハ、
天
地
モ
セ

バ
ク
ナ
ル
ソ
。
カ
キ
陰
ル
ト
思
タ
レ
ハ
、

果

シ
テ

、

ハ
タ

く

神

鳴

渡

テ

、
車

軸

ヲ

流

ス
雨

ヵ
フ

ツ

タ

ソ
。

如

此

ノ
棒

喝

ノ
機

用

モ
、
向

上

ノ
隻

ニ

ハ
、
當

リ

得

ヌ

ソ

。

マ
シ

テ

、
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三
世

諸

佛

歴

代

祖

師

モ
、

一
大

蔵

教

、

明

眼

柄

僧

モ
、

思

モ
依

ラ

ヌ
隻

ヨ
。

此

時

佛

ト

説

、

禅

ト
説

モ
、

皆

汚

タ

ソ

。

曲

ク
物

ヲ

ハ
曲

タ

マ

》
ヲ

ケ

、

直

ナ

ル
物

ヲ

ハ
、

直

ナ

ル

マ
ン

ヲ

ケ

、

這

裡

還
テ
有

久

参

上

士

慶

。

代

云

、

山

僧

好

手

。

第

二

至

道

無

難

、

唯

嫌

挾

揮

、

綾

有

語

言

、

是

白

。

諸

人

挾

澤

ヲ
嫌

ヘ

ハ
、

明

白

裡

ヱ
走

ル
程

二
、

趙

州

ハ

コ

ン

ヲ
示

シ

タ

ソ
。

爾

頭

三

面

ド

チ

ヲ
本

ト

セ

ウ

ス

ソ
。

明

白

裡

二
不

在

ト

云

テ

、
鼠

穴

ノ
檬

二
、

小

暗

キ

処

へ
行

イ

タ

デ

ワ
無

ソ

。
趙

州

ノ
処

二
、

途

轍

案

窟

ハ
無

ソ
。

サ

テ

コ
ソ
、

賊

身

ハ
露

タ

レ
。

不

在

明

白

裡

、

ト

コ

へ
去

タ

ソ

。

是

汝
護

惜

也

無

ト

諸

人

ヲ
見

タ

ソ
。

果

メ
僧

力

出

、

既

二
明
裡

二
在

。

サ

ラ

ウ

ニ

ハ
、

什

麿

ト
護

惜

セ

ウ

ス
ト

、
把

テ

ツ

メ

タ

ソ

。

我

亦

不

知

、

趙

州

ノ

ミ

ニ
非

ス
、

三

世

諸

佛

歴

代

祖

師

モ
知

ラ

ヌ

ソ
。
既

二
知

ラ

サ

ラ

ウ

ニ
ワ

、
什

麿

ト

テ

、
明

白

裡

二
在

ラ

ス
ト

ハ
云

タ

ソ

。
僧

ハ
、
ト

コ

マ
テ

モ
把

テ

ツ

メ

タ

ソ

。

師

ハ
、

本

ヨ
リ
途

轍

力

無

イ
程

二
、
間

処

力

、
好

一
拶

タ

ソ

。
サ

テ

コ
ソ

、

問

レ
夏

即

得

リ

ト

、

間

処

ヲ
其

侭

与

ヘ
タ

ソ
。

ト

コ

マ
テ

モ
、

趙

州

ハ
、

途

轍

力
無

ソ

。

サ

テ

コ
ソ
、

圓

悟

モ
、
這

老

賊

ト

云
タ

レ
。
終

二
什

麿

ヲ

モ
挾

澤

セ

ヌ

ソ

。

只

ヲ

ノ
ナ

リ

ナ

ソ

。
批

判

一
々
途

轍

二
落

.
処

ヲ

云

タ

ソ

。

鋏

釘

膠

粘

、

堪

レ
作

二
何

用

。

カ

ス
カ

イ

着

、

膠

着

ケ

ニ

ハ
セ

ヌ
ソ

。

識

二
取

鈎

頭

意

一、

莫

レ
認

二
定

盤

星

一
ト

云

ハ
ヌ

カ

、
轄

身

自

在

ト

云

ヌ
カ

、
横

拮

倒

用

、
逆

行

順

行

、
得

大

自

在

ト

云

ヌ
カ

。
問

真

即

得

、
礼

拝

了

退

ト

云

意

旨

如

何

。

代

云
、

騎

二
賊

馬

起

賊

レ
。

頒

云

、

至
道

無

難

、

言

端

語

端

、

本

則

ニ
ワ
、

一
カ

ト

ス

レ

ハ
、

有

多

種

、

ニ

カ

ト

ス

レ

ハ
、

無

爾

般

、

日
上

レ

ハ
、

月

下

リ

、

山

深

ケ

レ

ハ
、

水

寒

シ

。

途

轍

カ

ナ

ケ

レ

ハ
、

頭

々

是
道

、

物

々
全

真

、

嫌

ウ

ス
物

モ
無

ク

、

好

ス
物

モ

ナ

ク

、

刹

々
塵

々
各

其

マ

ン
タ

ソ
。

識

情

ヲ

以

テ
挾

澤

ス

ル

ニ
依

テ

、

善

悪

モ
在

ソ

。

サ

テ

コ
ソ

、

燭

腰

識

尽

喜

何

立

。

識

情

力

無

ケ

レ

ハ
、

逆

行

順

行

、

横

拮

倒

用

、

行

往

坐

臥

、

枯

木

ノ
竜

吟

タ

ソ

ト

、

一
ヅ

々

コ
ト

ハ
ツ

タ

ソ

。

末

二
到

テ

、

難

々
ト

、

一
関

ス

ヱ

タ

ソ
。

一
関

ス

ヱ
テ

、
挾

揮

明

白

、

君

自

看

ト

、

ツ

キ

ハ
ナ

シ

タ

ソ

。
雪

豆

ハ
、

手

ヲ

着

ヌ

ソ
。

是

口
批

判

二
、

一
々
説

破

セ

ラ

レ

タ

程

二
、

重

説

ス

ル

マ
テ

モ
ナ

イ

ソ

。

至

道

無

難

、

与

難

々

相

去

多

少

。

代

、

這

野

狐

精

。

(傍

線

は

筆

者

)

本

書

は

、

そ

の
奥

書

に

「
干
時

天

文

四
禾
工
ハ
月

一
日

天

甫

舞

」

と

あ

る

こ
と

か

ら

、

天

文

四

年

(
一
五

三

五

)

に

天

甫

に

よ

っ
て
書

写
さ

れ

た

『
碧

巌

録

抄

』

で
あ

り

、

川

僧

慧

済

の
講

義

録

ノ
ー

ト

で

は

な

い
か

と

さ

れ

る

も

の

で
あ

る

。

傍

線

部

が

拶

語

と

代

語

で
あ

る
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が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、
確
認
と
総
括
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
川
僧

の
他
の
語
録
抄

『人
天
眼
目
抄
』
『無
門
関
抄
』
に
お

い
て
も
、
講
義

の
し
め
く
く
り
は
、
殆
ん
ど

の
場
合
拶
語

・
代
語
に
よ

っ
て
結
ば
れ

て
い
る
。

本

参
と
は
、

こ
れ
に
対
し
て
、
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
た
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
叡
山
文
庫
蔵
の

『碧

巌
休
岱
記
』
を
取
り
あ

　ら
　

げ

て
み

た

い
。
全

体

が

師

資

の
問

答

形
式

に

依

っ
て

い
る

こ
と

に

注

目

す

べ
き

で
あ

り

、
必

ず

し
も

詩

旬

の

一
句

も

し

く

は

二
句

と

い
う

短

評

形

式

(著

語
)

に

限

定

さ

れ

な

い
、

口
語

の
和

文

に

よ

る

問

答

が

展

開

さ

れ

て

い
る

。

第

二
、

趙

州

至

道

無

難

。

師

云
、

先

。
示
衆

.
機

ヲ
。

代

、
拮

來

與

二
天

下

人

一看

。

師

云

、

何

ヲ
拮

シ
來

タ

ソ
。

代

、

本

分

.
拮

シ
來

テ
走

。

師

云
、

本

文

ヲ
ハ
何

。
ト
拮

シ

來

タ

ソ
。

代

、

無

力

一
物

テ
走

。
師

云

、

至
道

無

難

ヲ

。
代

、
無

孔

ノ
鉄

槌

拗

二
當

面

～
。
師

云

、
其

ノ

句

ノ
説

破

ヲ

。
代

、
全

把

柄

ハ
走

ヌ
。
師

云

、
唯

嫌

挾

揮

ヲ
。
代

、
無

孔

.
鉄

槌

重

テ
下

以
緻

ヲ
著

屑

、
ク

ツ

ロ
カ

ヌ
コ

ト

也

。
師

云

、
纏

有

歌

語

言

一是

挾

択

、
是

明
白

ト
ヲ

》

セ

ラ

レ
タ

ヲ
。
代

、
本

分

二
迷

ト
モ
悟

ト
モ
言

フ

ス
道

理

ハ
走

ヌ

ヲ
、

是

明

白

ト

云

力

、
迷

悟

ト

作

シ
羊

テ

走

。

師

云
、

ソ

コ

ニ
當

テ
句

ヲ
。

代

二
、

甜

者

ハ
甜

苦

者

苦

。

師

云

、

老

僧

不

明

白

裡

在

ツ
、

ト

云

機

ヲ
。

代

、

有

」
明

白

裏

.～
ア
ラ

ズ

ト

云

力

、

賊

テ
走

。

師

云

、

句

ヲ
。

代

、

　
　

良

債

深

蔵

メ
如

雲

虎

↓
。

師

云

、

是

汝

還

護

惜

.也

無

、

ト

云

機

ヲ
。

代

、

坐

底

.
。

師

云

、
時

二
有

レ
僧

問

、

既

不

レ
在

二
明
白

裏

{
、

護

惜

箇

什

麿

づ
、

ト

云
機

ヲ

。

代

、

奪

他

鎗

刀

一倒

刹

人

づ
。

師

云

、

州

云

、

我

亦

不
知

ト

ヲ

セ

ラ

レ
タ

機

ヲ
。

代

、
俊

狗

咬

レ
人

ヲ
不

レ
露

レ

牙

り
。

師

云

、

和

尚

既

二
不

レ
知

、
為

二
什

慶

一却

道

不

レ
在

二
明

白

裏

.～、

僧

之

機

づ
。

三

度

曽

施

訊
陥

虎

機

弓
ト

モ
。
代

、
穿

二
人

鼻

孔

づ
、
換

二
人

、
眼

晴

弓
。

州

云

、

問

隻

即

得

、

礼

拝

了

退

、

ト

ヲ

セ

ラ

レ
タ

機

ヲ

。

代

、

三
度

施

二
陥

虎

機

づ
。

示

衆

ノ

ケ

テ

僧

二答

話

ヵ
三

度

也

。

　

よ　

頒

云

、

至
道

元

難

、

言

端

語

端

ヲ
。
代

云

、
本

分

ヲ
モ
至

道

元

難

弄

ス

レ

ハ
、
言

端

語

端

テ
走

。

師

云

、

一
二
有

多

種

一、

ニ

ニ
元

二
爾

般

一。

代

、
何

ニ
モ
本

分

。
リ
分
タ
ト
見

ハ
、

ニ
ニ
元

二
爾

般

一、

ニ

ツ

ハ
走

ヌ
。
師

云

、
天

際

日
上

月

下

、
欄

前

山

深

水

寒

ヲ
。
代

、

四
時

遷

反

.
上

デ
モ
、

見

セ

シ

メ

テ
走

。

師

云

、

燭
膿

識

尽

テ
喜

何

ソ

〔

〕

枯

木

裏

龍

吟

、

錆

未

砂
乾

、

ト

當

テ
走

。
義

理

ハ

〔

〕

佛

祖

ノ
智

イ

ン
亦
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ヨ
ク

湿

気

ガ

乾

カ

ス

ン

ハ
、
龍

吟

ハ出

.
マ
イ

ソ

。
龍

吟

カ

ヨ

ク
乾

タ

謹

拠

ヨ
。

師

云

、

難

々
、

ト

云

タ

機

ヲ
。

代

、

此

一
大

夏

ハ
、
本

分

テ

モ
大

難

、

目

前

テ

モ
大

難

テ
走

。

師

云
、

挾

択

明

白

自

看

.
ト
云

タ

機

ヲ

。

代

二
、

迷

悟

共

ニ
ヨ

ク
自

知

セ

ヨ
ト

云

キ

テ
走

。

　　
　

叡

山
文
庫
に
は
、
ま
と
ま

っ
た
洞
門
抄
物
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
本
参
類
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
『碧
巖
休
岱
記
』

は
、
そ
の
資
料
の

一
つ
で
あ
り
、
奥
書
に
は
、
「竜
江
院
開
山
秀
峰
存
岱
書
記
、
於
紫
野

一
休
下
参
得
之
」
と
見
え
、
大
徳
寺
派
下
の

一
休

宗
純
に

つ
い
て
参
得
し
た
と
す
る
伝
承
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
洞
済
交
流
の
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
真
偽
を
含
め

て
そ

の
詮
索
は
こ
こ
で
は
行
わ
な
い
。

更
に
永
昌
院
蔵
の

『
一
華
派
参
禅

雲
柚
派
本
参
』
で
は
、
更
に
簡
略
化
さ
れ
た
形
と
な

っ
て
い
る
。

△
趙
州
至
道
元
難
。
師
云
、
不
挾
択
ノ道
ヲ。
代
、
急
切

二
師
ノ
前

二
到
テ
道
ア走
ウ
。
師
云
、
夫

ハ
何
ン
ト
テ
。
代
、
至
ル
処
皆
道
テ

走
。
師
云
、
其

二
句
ヲ
。
代
、
山
川
元
二隔
越

　、
処
々
是
光
明
。
師
云
、
光
明
ノ
得
羊
ヲ
。
代
、
欲
い
得
二
現
前
↓、
莫
跡存
コ
順
逆
づ
。
師

云
、
現
前
ノ
ヱ
用
ヲ
。
代
、
眼
入
.看
。
師
云
、
莫
レ存
二
順
逆
一
ヲ
。
代
、
手
在
ハ執
捉
、
足
二在

ハ運
奔
.
。
師
云
、
執
捉

シ
運
奔
シ
羊

ヲ

。
代

、

爾

手

ヲ

ユ
ウ

く

伸

テ

只
販

ル
。

師

云

、

老

僧

裏

ヲ
。

代

、

座

メ
坐

シ

タ

ト
會

ガ

ナ

ケ

レ
バ

、

坐

シ
走

ヌ
。

こ
の
よ
う
な
聞
書
抄

(仮
名
抄
)
及
び
本
参

(仮
名
抄
)
に
対
し
て
、
漢
文
抄
が
存
在
す
る
。
山
梨
県
永
昌
院
蔵

の

『龍
石
山
開
山
大

和
尚

下
語

・
二
代
代
語
』
は
、
上
冊
を
欠
く
零
本
で
あ
る
が
、
表
題
に
見
る
よ
う
に
代
語
に
よ
る
拮
提
の
抄
で
あ
る
。

　
　
　
ふ

六

十

六

。

挙

、

岩

頭

問

レ
僧

、

什

慶

ノ
処

来

ル
。

拶

云

、

岩

頭

ノ
意

旨

如

何

。

代

、

西

天
令

厳

。

取
句

、

馬

蹄

イ
入

ン
誰

家

イ
.
。

僧

云

、

西

京

.
リ
来

.
。

拶

云

、

答

話

ノ
意

旨

如

何

。

代

、

蔵

け
身

ヲ
露

レ
影

ヲ
。

　
　

頭

云

、

黄

巣

過

.ア後

、

還

ア
収

二
得

劔

↓
慶

。

拶

云

、

岩

頭

ノ
意

旨

如

何

。

代

、

回

轄

鎗

頭

、

法

不

二
相

饒

↓
。

僧

云

、

収

得

。

拶

云
、

収

得

的

如

何

。

代

、

回

二
縛

.
鎗

頭

づ
。

岩

頭

引

レ
頸

近

前

メ
云
、

因

。

拶

云
、

因

時

作

麿

生

。

代

、

老

僧

罪

禍

。



48中世曹洞宗における本参資料研究序説(一)

僧

云

、

師

ノ
頭

落

.
也

冷

意

旨

如

何

。

代

、
壁

面

二便

打

ン
。

　

岩

頭

呵

々

大

笑

、

意

旨

如

何

。

代

、

劔

ハ
為

レ
不

平

.
離

レ
宝

匝

。

　

僧

後

到

雪

峰

。

々
問

、

什

慶

ノ
処

来

ル
。

僧

云

、

岩

頭

.
リ
来

。

峰

ノ
云

、

有

二
何

ノ
言

句

一。

僧

挙

レ
前

話

。

雪

峰

打

三

十
棒

メ
劔

ヲ
出

.
。

拶

云

、

畢

寛

如

何

。

代

、

利

劔

不

レ
如

・
錐

。

投

子

問

」
塩

平

.
僧

一
云

、

黄

巣

過

後

、

収

二
得

劔

ヲ
慶

。

僧

以

レ
手

指

レ
地

ヲ
。
拶

云

、
指

レ
地

.
時

如

何

。

代

、

僑

レ
天

照

雪

。

取

句

、
遍

地

是

刀
鎗

。

時

有

レ
僧

云
、

行

路

何

号

行

路

難

。

拶

云
、

不

レ
移

二
寸

歩

づ
時

如

何

。

答

ア
云

、
有

励
気

死

人

。

拶

云

、

不

二
這

般

.
事

一、

何

ソ
不

叫
言

、
吹

毛

本

不
艸
動

セ
。

ほ

よ　

投
子
云
、
三
十
季
弄
レ馬
騎
、
今
日
却
テ
被
二駿
子
二撲
イ。
拶
云
、
投
子
.意
旨
如
何
。
代
、
有
レ功
有
レ賞
。

本
書
は
、
本
則
の

一
文
毎
に

「拶
語
」
「代
語
」
更
に
は

「取
句
」
が
付
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
代
語
に
よ
る
漢
文
抄
は
、
特
に

中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
五
位
参
究
の
泰
斗
と
も
言
え
る
傑
堂
能
勝

・
南
英
謙
宗
に
お
い
て
盛
ん
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
南
英
謙
宗

の
編
著
と
さ
れ
る

『
顯
訣
耕
雲
注
種
月
篠
撫
藁
』
を
は
じ
め
、
『骨
董
謹
道
歌
』
、
『根
脚
七
道
語
訣
』、
『傳
法
偶
下
語
』
等
は
、
「下
語
」
「代

語
」
に
よ
る
漢
文
抄
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
お
い
て
資
料
的
に
裏
付
け
得
る

「代
語
」
「下
語
」
に
よ
る
漢
文
抄
は
、
特
定
の
公
案
集

『碧

巌
録
』
『無
門
関
』、
あ
る
い
は

『
人
天
眼
目
』
等
の
語
録
に
対
す
る
抄
も
存
在
す
る
が
、
あ
る
種
の
機
関
や
話
頭
を
綱
目
毎
に
掲
げ
、
そ

れ

に
下
語
、
代
語
を
付
す
る
体
裁
の
も
の
、
即
ち
漢
文
に
よ
る
本
参

の
性
格
を
有
す
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
中

で
も
注
目
す
べ
き
は
、

　　
　

石
川
力
山
氏
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
円
応
寺
蔵

『山
雲
海
月
圖
』
(表
題

『未
語
尽
情
』
)
で
あ
る
。本
書
は
、
峨
山
紹
碩
に
擬
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
享
徳
二
年

(
一
四
五
三
)
三
月
三
日
の
書
写
本
を
、
文
明
十

一
年

(
一
四
七
九
)
に
再
写
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『山
雲
海
月
圖
』
四
、
五
は
、
そ
の
五
の
冒
頭
に

「古
則
話
頭
之
批
判
井
先
徳
下
語
共
記
」
と
あ
る
よ
う
に
、
機

関

・
古
則
公
案
に
対
す
る
下
語
集
で
あ
り
、
漢
文
に
よ
る
本
参
と
言
え
る
も

の
で
あ
る
。
『山
雲
海
月
圖
』
四
の
項
目
を
掲
げ
れ
ば
、
以
下
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の
通
り

で
あ
る
。

(
1
)
三
種

一
色
之
下
語

(2
)
三
玄
之
下
語

(3
)
四
喝
之
下
語

(4
)
四
賓
主
之
下
語

(5
)
四
料
簡
之
下
語

(6
)
三
路
之
下

語

(7
)
雪
山
三
段

(8
)
楊
岐
八
棒
之
下
語

(9
)
回
互
不
回
互
出
功
首
尾
相
応
之
下
語

(10
)

一
句

一
機
之
下
語

(11
)
向
去

却

来
下
語

(12
)
浮
山
九
帯
之
下
語

(13
)
宏
智
頗
、
明
峰
峨
山
爾
和
尚
下
語
井
批
判

(14
)
洞
谷
螢
山
和
尚
仏

十
四
則
之
御
語

又
、
『
山
雲
海
月
圖
』
に
は
、
別
本
が
存
す
る
。
石
屋
派
金
岡
用
兼
開
山
の
阿
波

(徳
島
県
)
の
丈
六
寺
蔵
本
が
そ
れ

で
あ
る
。
丈
六
寺
蔵

本
で
は
更
に
増
補
さ
れ
て
お
り
、
話
頭
の
項
目
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

(
1
)
三
種

一
色
下
語

(2
)
三
位
下
語

(3
)
三
玄
下
語

(4
)
四
喝
下
語

(5
)
四
賓
主

(6
)
四
料
簡

(
7
)
三
路

(8
)
出

生
不
出
世

(9
)
宏
智
四
借

(10
)
八
圏
妙
語
下
語

(11
)
六
圏
図
下
語

(12
)
雪
山
三
段

(13
)
八
要
玄
機

(14
)
宏
智
四
圏
圖

(15
)
四
位
下
語

(16
)
楊
岐
八
棒
下
語

(17
)
回
互
不
回
互
出
功
首
尾
相
磨
下
語

(18
)

一
句

一
機
下
語

(19
)
向
去
却
来
宗
門

大
事

(20
)
浮
山
九
帯
下
語

(21
)
宏
智
八
句
頒

(22
)
石
霜
七
去

(23
)
洞
谷
開
山
心
佛
二
十
四
則
下
語

甲
斐

(山
梨
県
)
永
昌
院
の
開
祖

で
あ
る

一
華
文
英

(
一
四
二
五
～

一
五
〇
九
)

の
下
語
集
と
さ
れ
る
。
永
昌
院
蔵

『龍
谷
山
開
山
大

和
尚
語
』
で
は
、
更
に
話
頭
の
項
目
類
も
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
『人
天
眼
目
』
の

「宗
門
雑
録
」
の
大
部
分
の
項
目
を
と
り
こ
ん
で
お

り
、

「山
雲
海
月
圖

・
四
」
と
も
重
複
す
る
部
分
も
多

い
。
今
、

「三
種

一
色
」
の
項
を
比
較
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(A
)

「円
応
寺
蔵
本
」

(B
)
「永
昌
隠
蔵

『龍
谷
山
大
和
尚
下
語
』
」

三
種

一
色
之
下
語

三

一
色

宗

宗

如
何
是
大
功

一
色
。
代
、

一
道
寒
光
威
音
外
。
漆
桶
黒
光
生
。

大
功

之

一
色

一
句
子
當
叶
照
家
、
中
家
難
弁
。
追
々
空
劫
不

文
彩
未
痕
初
息
難
傳
際
。
仏
祖
未
生
空
劫
外
、
正
偏
不
落
有
無

得
収

。

深
固
幽
遠
無
人
能
到
。
青
山
父
、
那
邊
也
、
向
上
也
。

機
。
夜
雨
簾
外
主
、
不
落
偏
正
方
。
股
勤
昨
夜
三
更
雨
。
取
、

渾
然
蔵
理
蔓
、
朕
兆
卒
難
明
。
天
暁
不
露
、
夜
半
正
明
。
馬
投

黒
馬
。
黒
漆
毘
畜
夜
裡
走
。
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正
前

之

一
色

一
句
子
當
明
隠
照
。
諸
法
實
相
。
實
際
理
地
、

受

一
塵
。
芦
花
明
月
不
似
他
。
白
雲
子
、
自
己
也
、
功
也
。

不

　
　
　
　
　

今

時

之

一
色

一
句

子
當

明

全

照

。
糞

掃

堆

頭

丈

六

金

身

。
現

成

之

公

案

。

當

面

蹉

過

。

陰

々

堂

々
。

不
堕

今

時

機

。

森

羅

万

象

古

佛
家

風

、

目
前

作

用

也

。

総

一
色

ヲ
位

.
ト
。
用

ウ

ル
ー

ハ
、

一
ト

云
意

之

故

也

。

一
字

ハ
主

也

。

主

ハ先

ッ
正

位

之

主

也

。

正

シ
キ
一
也

。

此

主

之

一
機

轄

メ
通

.
ル
問

タ
、

至

処

爲

主

、
立

処

皆

真

也

ト
云
也

。
通

.
ル
時

之

主

ハ、

不

正

位

之

主

。

正
位
前

一
色
。
代
、
鷺
借
雪
巣
翅
。
純
清
絶
点
。
雪
夜
見
明
月
。

三
世
諸
佛
、
口
掛
壁
上
。
月
在
銀
波
跳
。
取
、
鷺
驚
雪
裡
眠
。
白

鷺
下
田
千
点
雪
。
鶴
鷺
並
頭
踏
雪
睡
。
明
月
芦
花
不
似
他
。
爾
岸

芦
花
映
白
鷺
。

今
時

一
色
。
代
、

一
切
色
像
現
明
鏡
。
父
母
所
生
眼
、
悉
見
三
千

界
。
眼
見
黄
葉
落
、
耳
聞
弧
雁
鳴
。
萬
像
森

羅
同

一
印
。
全
身
遍

界
露
堂

々
。
胡
来
胡
現
、
漢
来
漢
現
。
百
花
春
至
為
誰
開
。
柳
緑

花
紅
。
取
、
南
山
焼
炭
北
山
紅
。
何
塵
春
山
花
不
紅
。
桃
紅
李
白

薔
薇
紫
。
山
花
開
似
錦
、
澗
水
湛
如
藍
。

こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
石
屋
派
下
に
は
竹
居
正
猷
の

『
幻
寄
集
』
(丈
六
寺
蔵
)
が
あ
り
、
又
傑
堂
派
下
南
英
謙
宗

の
弟
子
瑚
海
仲
珊

(文

　　
　

明
元
年

〈
一
四
六
九
〉
示
寂
)
に
は
、
『七
夜
話
』
(六
地
蔵
寺
蔵

)
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
様
に
古
則
公
案
に
対
す
る
下
語
集
で
あ
る
。

現
在

の
と
こ
ろ
聞
書
抄
と
し
て
成
立
年
代
が
確
定
し
て
い
る
も
の
の
多
く
は
文
明
年
間
を
上
限
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か

つ
代
語

.
下
語

を
中

心
と
す
る
漢
文
抄
も
そ
の
年
代
を
や
や
遡
及
し
得
る
程
度

で
あ
る
。
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
多
く
の
語

録
抄

、
特
に
聞
書
抄

(仮
名
抄
)
が
抄
出
さ
れ
た
が
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
門
参

(代
語
と
仮
名
抄
と
合

繰
し
た
形
、
及
び
仮
名
抄
の
み
の
も
の
)
、
代
語

(上
堂
語

・
小
参
に
代
わ
る
叢
林
行
事
に
即
し
た
古
則
の
拮
提
)
が
多
く
制
作
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〈語
録
抄
〉
か
ら

「本
参
」

へ
と
言
う
洞
門
抄
物
に
お
け
る
歴
史
的
移
行
過
程
に

つ
い
て
は
、
今
後
調
査
研
究
を
続
け
る
こ
と
に
よ

っ

て
検
証
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
私
は
別
稿
に
お
い
て
、
『天
童
小
参
抄
』
『疎
山
根
脚
語
訣
』
『大
陽
明
安
大
師
十
八
般
妙
語
』
等

の



　　
　

語
録
抄

と
本
参
と
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

次
節

に
お
い
て
は
、
佐
賀
県
円
応
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
参
資
料
を
軸
に
、

　　

石
屋
派

の
本
参
の
あ
り
様
を
考
察

し
た
い
と
思
う
。
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二

下
語
か
ら
本
参
へ

漢
文

の
下
語
に
よ
る
注
釈
と
い
う
形
式
は
、
室
町
時
代
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
入
室
参
禅
を
主
と
す
る

公
案
禅

の
性
格
が
よ
り
濃
厚
に
な
る
応
仁

・
文
明
の
乱
以
降
、
そ
れ
以
前
に
は

『天
童
小
参
録
』
『自
得
慧
暉
録
』
『
劫
外
録
』
等
、
曹
洞

宗
に
属
す
る
典
籍
に
対
す
る
注
釈
の
語
録
抄
が
多
く
抄
出
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
曹
洞
宗
と

は
直
接
関
係
の
な

い

　け
　

典
籍
、
特
に
公
案
集
で
あ
る

『碧
巌
録
』
『無
門
関
』
や
綱
要
書

『人
天
眼
目
』
等
が
多
く
抄
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る

。

前
述

の

『山
雲
海
月
圖
』
を
所
蔵
す
る
円
応
寺
に
は
、
他
に
も
多
く
の
代
語

・
本
参
資
料
を
含
む
洞
門
抄
物
を
有
す
る
が
、
漢
文

の
下

語
に
よ
る
形
式
か
ら
和
文
を
介
在
し
て
公
案
を
拮
提
す
る
典
型
的
な
本
参
の
形
式

へ
と
い
う
変
遷
の
過
程
が
読
み
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　ね
　

本
参

の
後
世
に
お
け
る
典
型
的
な
形
態
を
有
す
る
資
料
と
し
て
は
、
円
応
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
、
華
嶽
手
沢
本
の

『参
禅
』
と
、
『
百
則

　お
　

始
終
勘
破
了
』

(以
下

『百
則
』
)
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
ず

『参
禅
』
の
内
容

で
あ
る
が
、
百
則
の
公
案

の
拮
提
と
、
更
に
切
紙
と
内
容

が
共
通
す
る
参
を
含
む
二
十
六
則
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た

「山
雲
海
月
圖
四
」
に
み
え
る

「楊
岐
八
種
棒
」
の
公
案
が
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
掲
げ
た

い
。

楊
岐
八
棒
之
下
語

洞
門
少
開

問
云
、
眼
光
落
地
時
如
何
。
殺
棒

大
死
底
人
如
何
作
主
宰
。
活
棒

如
何
是
即
心
即
佛
。
過
棒

出
頭
天
外
時
如
何
。
看
棒

展
開
爾
手
時
如
何
。
與
棒

拮
起
主
丈
子
時
如
何
。
奪
棒

如
何
是
機
先

]
句
。
因
棒

如
何
是
声
前

一
句
。
放
下
棒
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棒
者
主
人
公
之
名
也
。
八
種
棒
之
外
、
唖
子
喫
苦
瓜
時
如
何
。
秘
密
之

一
棒
。

(
「
山

雲

海

月

圖

四
」
)

楊

岐

八

種

棒

。

師

云

、

眼

光

落

地

時

殺

棒

ヲ
。

代

、

放

身

ス
。

師

云

、

ナ

ン
ト

テ
。

代

、

放

身

,
径

チ

、

殺

棒

デ

走

。

師

云

、

句

。
。

代

、

一
死

更

不

再

活

。

○

第

二
、

大

死

底

・
時

.
活
棒

ヲ
。

代

、

良

久

ス
。

師

云

、

ナ

ン
ト

テ

。

代

、

抽

身

ス
。

師

云

、

子
細

二
。

代

、

丁

々

ト

打

ツ
処

テ

、
打

驚

テ
走

。

○

第

三

、

即

心

即

佛

、
時

過
棒

ヲ
。

代

、

即

心

即

佛

ト

ミ

タ
時

、

棒

。
下

ハ
、

過

テ

走

。

師

云

、
棒

二

當

着

ヲ

。
代

、
柳

ハ
緑

花

ハ
紅

ト

、
物

々

二
砕

テ
走

。

○

第

四
、

天

外

出

頭

ノ
時

、

看

棒

。
代

、
梯

袖

メ
販

ル
。
師

云

、

看

棒

ヲ
。
代

、

関

鎖

.
丁

々

ト

打

破

ル
処

テ

、

関

鎖

ナ

ケ

レ

ハ
、

天
外

出

頭

テ
走

。

○

爾

手

展

開

ノ
時

、

与

棒

ヲ

。

代

、

仕

レ
手

テ

走

。

師

云

、

与

棒

ヲ

。
代

、

開

け
手

バ

、

古

今

平

地

テ
走

。
師

云

、

ナ

ン
ト

テ
与

棒

テ

ハ
ア

ル
ソ

。
代

、
若

シ
愛

テ

棒

ヲ

下

サ

バ
、
何

ニ
ガ

平

地

デ

ハ
サ

ウ

ラ

ウ

ソ

。

師

云

、
句

ヲ
。

代

、

濁

掌

浪

二
不

レ
鳴

。

○

第

六

、

招

主

丈

時

奪

棒

ヲ
。

代

、

良

久

ス
。

師

云
、

其

幾

ヲ

。

代

、

乾

坤

只

一
人

デ

走

。

師

云

、
奪

棒

ヲ
。

代

、

何

ン
ト

点

々
左

右

シ

タ

モ
、

此

一
人

ノ
作

略

ト

ミ

タ

時

、

棒

ヲ
奪

テ
走

。

○

第

七

、

機

前

棒

時

用

棒

ヲ

。
代

、

丁

々
ト

打

。

師

云
、

用

棒

ヲ

。
代

、
何

ン
ト

点

々

左

右

ヌ

モ
物

々

二
相

逢

ガ

、

用

棒

デ

走

。
師

云

、
畢

寛

ヲ

。

代

、

機

前

一
句

時

、
何

ン

ト

シ

タ

ト

挙

セ

ハ
、
七

尺

八

尺

千

里

万

里

デ

走

。
○

第

八
、
秘

密

、
棒

時

、
唖

子
喫

二
苦

爪

づ
。
師

云
、
秘

密

棒

ヲ
。
代

、

良

久

ス
。

師

云
、

唖

子

喫

二
苦

恭

弓
。

代

、

混

沌

未

分

,
処

テ

走

。

師

云

、

ソ

ノ
時

ド

コ

ヱ
棒

ヲ

下

メ

ソ
。

代

、

漁

人

・
山

翁

,
上
デ

下

メ
走

。

師

云

、

ナ

ン

ト

テ

秘

密

ノ
棒

ト

ハ
云

タ

ソ
。

代

、

丁

々

ト
打

タ

棒

頭

二
始

終

ハ
走

ヌ

。

第

九

、

声

前

,
一
句

、
時

、

放

下

棒

ヲ
。

代

、

学

閉

ロ

ス
。

師

云

、

〈
後

欠

〉

(
『
参

禅

』
)

本

書

は

、

室

町

時

代

後

期

か

ら

江

戸

時

代

前

半

に

か

け

て
盛

ん

に

抄

出

せ
ら

れ

た

本

参

に

共

通

の
性

格

を

有

し

て

い
る

。

一
つ
に

は

、

先

に
述

べ
た

と

お

り

、

切

紙

と

内

容

を

共

通

に

す

る
参

が

、

古

則

話

頭

の
拮

提

と

同

様

に
扱

わ

れ

て

い

る

こ
と

が

挙

げ

ら

れ

る

。

因

み

に

な
　

切
紙

の
参
の
み
を
扱

っ
た
本
参
の
資
料
と
し
て
は
、
龍
泰
寺
蔵

の

『
佛
家

一
大
事
夜
話
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
に
掲
げ

る
常
光
寺

(愛
知
県

渥
美

町
)
蔵

「潔
堂
派
参
話
目
録
」
に
も
、
幾

つ
か
の
切
紙
と
共
通
す
る
参
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
見
え

る

「十
三
佛
参
」
を
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以

下

に

掲

げ

る

。

十

三
佛

参

。

師

云

、

一
七

日

不

動

ノ
請

取

羊

ヲ
。

代

、

息

切

断

ノ

境

イ

、

意

識

情

塵

ヲ
縛

殺

メ
走

。

師

云
、

時

如

何

.
。

代

、

ツ

》
ト

切

テ

走

。

師

云

、

送

リ

羊

ヲ

。

代

、

本

空

二
迷

テ
走

。

〇

二

七

日

釈

迦

.
請

取

羊

ヲ
。

代

、

息

切

断

.
境

イ

、

四

十

九

年

ノ
説

モ

入
走

ヌ
。

師

云
、
何

者

ガ

聞

タ

ソ

。
代

、
虚

空

ガ

聞

テ

走

。
師

云

、
送

リ

ヤ

ウ

ヲ
。
代

、
久

遠

実

城

二送

ア走

。
〇

三
七

日

文

殊

.
請

取

羊

ヲ
。
代

、

息

切

断

・
サ

カ

イ

、

文

殊

.
大

智

モ

入

リ
走

ヌ
。

師

云

、

ナ

ン

ト

テ

。

代

、

自

然

智

・
無

師

智

テ
走

。

師

云
、

送

リ

羊

ヲ
。

代

、

智

慧

　
　

仏

界

ニ
イ

サ

ナ
ウ

テ

走

。

〇

四

七

日

普

賢

ノ
請

取

羊

ヲ

。

代

、

息

切

断

ノ
境

、

普

賢

ノ
境

二
付

テ
走

。

師

云

、

境

ハ

〔

〕

。

代

、

息

切

断

.
境

イ

カ

、
普

賢

,
境

テ
走

。
師

云

、

謹
拠

ワ
。

代

、

尽

大

地

白

象

騎

テ

走

。

師

云

、

子

細

二
。
代

、

尽

大

地

普

賢

.
境

ト

見

タ

時

、

別

二
呈

ス

コ

ハ
走

ヌ
。

〇

五

七

日
地

藏

.
請

取

羊

ヲ
。
代

、
最

初

ノ
焔

ヲ
卒

度

サ

マ
メ
走

。

師

云
、

サ

マ
シ
羊

ヲ

。
代

、

虚

空

韻

々

ト
メ
錫

杖

ヲ

ト

迄

テ

走

。

師

云
、

宝

珠

ヲ
持

メ
機

ヲ
。

代

、

不

老

.
妙

薬

テ
走

。
師

云

、
服

シ
羊

ヲ
。

代

、
息

切

断

ノ
処

デ

服

メ
走

。

六

七

日

弥

勒

ノ

請

取

羊

.
。

代

、

息

切

断

.
境

イ

、

弥

勒

世

界

二
越

メ
走

。

師

云

、

弥

勒

二
相

見

シ
羊

ヲ
。

代

、

見

時

不

レ
見

暗

昏

々
。

〇

七

々

日
藥

師

ノ
請

取

羊

ヲ
。

代

、

息

切

断

.
境

イ

、

不

老

ノ
妙

薬

ヲ
服

得

メ
走

。

師

云

、

不

老

.
妙

薬

ヲ
。

代

、

大

地

無

二
第

二
人

一
。

師

云
、

十

二

神

.
十

二
時

ノ
守

ヤ

ウ

ヲ
。

代

、

夫

レ

く

ノ
上

テ
守

ア走

。

師

云

、

守

護

シ
羊

ヲ
。

代

、

柳

.
見

花

.
見

ル

モ
、

其

人

ノ

脚

底

テ
走

。

○

百

奈

日
観

音

,
請

取

羊

ヲ

。

代

、

息

切

断

ノ
サ

カ

イ

、

補

陀

落

世

界

二
至

テ
走

。

師

云

、

相

見

ヲ
。

代

、

見

當

位

聞
當

位

。

師

云

、

現

シ

羊

ヲ
。

代

、

処

々
是

観

音

。

〇

一
周

忌

、
勢

至

.
請

取

羊

ヲ
。

代

、

月

光

.
至

ラ

ヌ
処

ヱ
ヤ

ラ

シ

メ

テ
走

。
師

云

、

ヤ

ラ

シ

メ

羊

ヲ
。

代

、
良

久

ス
。

師

云
、

ナ

ン

ト

テ

。
代

、
牛

頭

安

二
尾

上

く
、
量

鵬
借

ン
太

陽

ノ
氣

.
。

○

第

三
年

。

師

云

、

阿
弥

陥

.
請

取

羊

ヲ
。

代

、

息

切

断

ノ
境

イ

、

四
十

八

願

モ
尽

テ

走

。

師

云
、

ナ

ン
ト

テ

。

代

、

阿

咋

斗

リ
デ

走

。

師

云

、
句

ヲ

。

代

、
岩

松

無

意

風
来

吟

。

〇

七

年

忌

。

師

云

、

阿

閉

ノ
請

取

ヤ

ウ

ヲ
。

代

、

サ

テ

モ
殊

勝

ナ

ヲ

コ
ヱ
カ

ナ

。

師

云

、

ナ

ン

ト

テ

。

代

、

合

掌

ノ
云

、

ア

ラ

ト

ウ

ト

ヤ

ノ
佛

ヤ

。

師

云
、

子

細

二
。

代

、

佛

袖

メ
去

。

〇

十

三
年

。

師

云

、
大

日

.
請

取

羊

ヲ
。
代

、
虚

空

ガ

此

,
霊

光

デ

サ

Σ

ヱ
テ

走

。

師

云
、

其

霊

　
　

光

ヲ
。
代

、
暗

中

有

レ
妙

、

々
中

有

レ
暗

。

師

云

、

金

剛

界

・
胎

蔵

界

.
。
代

、
陰

陽

和

合

デ

走

。

師

云

、

和

合

シ
羊

ヲ
。

代

、
柳

ハ
緑

花
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ハ
紅

テ

走

。

〇

三
十

三

年

。

師

云
、

虚

空

藏

ノ
請

取

羊

ヲ

。

代

、

空

々

ノ
會

ヲ
不

レ
作

、

會

モ
亦

會

ノ
機

ヲ
作

シ
走

ヌ
。

師

云
、

夫

ハ
ナ

ン

ト

テ

。

代

、

良

久

ス
。

師

云
、

句

ヲ
。

代

、

総

在

此

中

圓

。

師

云

、

三
十

三
年

.
回

向

シ
羊

ヲ

。

代

、

何

ヲ
云

モ
畢

寛

跡

テ

走

。

師

云

、
虚

　
　
　

空
蔵
.
安
心
ヲ
。
代
、
蛙
鳴
雀
喚
モ
別
テ

ハ
走
ヌ
。
師
云
、
時
如
何
。
代
、
ヤ
ラ
ス
ゴ
シ
ヤ
。
師
云
、
子
細
二。
代

、

一
点
梅
花
蘂
、
三

千
刹
界
香
。

第

二
に
は
、
代
語
が
漢
文
の

一
句
と
い
う
下
語
の
形
式
に
拘
泥
し
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
点
は

『百
則
』

に
お

い
て
、
よ
り
明
ら
か
に
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
、
拶
語

・
代
語
を
含
ま
な
い
則
が
多
く
見
ら
れ
る
。

○
劉
賓
国
ノ
王
、
師
子
尊
者
斬
レ
頸
ヲ
。
云
、
斬
タ
ル
幾
ヲ
云

へ
。
云
、
因
縁
デ
宗
。
是

ハ
ヨ
ス
ル
処
ノ

一
致
ト
見
要
処
也
。
縁

ニ
ヨ

ル
ト
ワ
、
其
意
也
。
又
云
、
七
日

二
、
王
ノ
膏
自
堕
テ
、
白
乳
ワ
ク
]
数
尺
、
是
ワ
キ
ツ
タ
ル
シ
ル
シ
也
。
家

ノ
大
事
不
可
見
、
罷

参
十
則
之
内
也
。
又
不
識
上

ニ
モ
可
見
。
全
不
工
不
計
ト
可
見
ナ
リ
。

○
打
地
和
尚
棒
。
是

ハ
、
此

一二

星
隻
モ
ナ
イ
ト
可
見
。
此
時
竈
ノ
下

二
、
タ
カ
ウ

ス
ル
柴
ヲ
タ
カ
イ
テ
、
ナ

ヘ
ノ
内

二
入
タ
ル
機

ワ
、

一
星
隻
モ
ナ
イ
ト
可
見
。
是

ワ
、
轄
処

二
可
見
也
。

○
馬
祖

一
禅
師
、
蔵
頭
白
海
頭
黒
。
機
是
幻
住
ト
可
見
也
。
殊

二
一
人
頭

ハ
白
、

一
人
頭

ハ
黒
ク
ト
云
力
、
肝

要
也
。
畢
尭
話
會

ニ

ワ
、
ヲ
ト
ス
マ
シ
イ
也
。
拮
花
ト
可
見
。
本
則
ヲ
ヨ
ク
可
見
。

又

『百
則
』
に
お
い
て
、
所
謂

〈代
語
〉
〈代
語
抄
〉
が
、
…叢
林
行
事
や
節
気
毎
に
上
堂
語
や
小
参
に
代
わ

っ
て
代

語
が
な
さ
れ
る
と
い

う
性
格
を
も
合
わ
せ
持

っ
て
い
る
。

南
泉
示
衆
云
、
我
十
八
上

二
、
便
會
作
話
活
計
、
ト
云

ハ
、

マ
ツ
十
八
ヲ
定
ム
也
。
六
根

・
六
識

・
六
境
界
力
、
十
八
上
ナ
リ
。
三

六
ガ
十
八
上
、
此
上
デ
ノ
活
計
ト
云

ハ
、

一
生
自
由
三
昧
也
。
ア
ル
ヲ
、
趙
州
聞
乃
云
、
我
十
八
上

二
、
便
チ會

覇破
家
散
宅
弓
、
ト
云

ハ
、
サ
カ
モ
ト
ロ
ヲ
打
テ
出
ル
也
。
是

モ
主
我
ホ
ウ
タ
イ
ナ
ル
コ
ソ
。
タ

㌧
ヲ
ド
ル
マ
イ
ソ
。

コ
ウ
云

ヘ
ハ
、
轄
処

二
可
見
。
畢
尭

活
計
ト
云
ヲ
キ
ラ
ウ
也
。
十
八
上
ヲ
活
計
ト
モ
テ

ハ
、
ソ

コ
ガ
栖
家

ニ
ナ
ル
ソ
。
故
二破
宅

ス
也
。
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今

朝

九

月

九

日

、
年

々

皆

賞

レ
節

。
拶

云

、
為

什

麿

不

レ道

十

弓
、

而
賞

コ
九

づ
。

代

云

、
上

ヲ
到

ゆ
モ
須

弥

二猶

ヲ
有

ゆ
天

ノ
在

リ
。

馳

レ
書

不

レ
到

レ
家

、

頭

上

宝

花

冠

。

又

、

澄

源

潭

水

、

猶

樟

コ
弧

舟

{
。

又

、

一
重

山

後

一
重

山

。
イ

ツ

レ

モ

マ
ダ

上

ガ

有

ル
ト

云

心

也

。

何

ト

テ

ナ

レ
バ

、

洞

下

ニ

ハ
、

語

十

成

ヲ

イ

ム
也

。

十

分

ナ

レ
バ

、

必

欠

ル
程

二
、

須

弥

頂

上

二
天

ガ

在

也

。

文

ヲ

ツ

カ

ワ

ス

ニ
、

家

ニ
ト

ン

カ

子

ハ
、

曲

ナ

シ
。

是

モ
サ

キ

ヲ
置

也

。

頭

上

コ
ソ

、

人

ノ
頂

キ

ナ

レ
共

、

花

冠

ヲ

キ

レ
バ

、

是

モ
上

在

。

澄

源

力

水

ノ
本

源

ナ

レ

共

、

舟

二
樟

サ

セ

バ

、

猶

モ

ヨ
ク

ア

リ

。

何

モ

ロ

ヲ

犯

ヌ
カ

、

我

家

ノ

向

上

也

。

以

下

の

一
連

の

参

は

、
あ

る

年

の
除

夜

・
元

旦

・
冬

夜

に
な

さ

れ

た

代

語

と

そ

の
注

釈

で
あ

り

、

「代

語

抄

」
と

何

ら

選

ぶ

と

こ

ろ

が

な

い

よ
う

に

思

わ

れ

る

。

除

夜

云

、

旧

歳

已

尽

、
新

歳

未

到

、

不

渉

二
途

時

、
如

何

是

劫

外

聲

香

。
代

云

、
碓

猪

生

岬
花

ヲ
分

外

奇

.
。

コ
ノ
心

ハ
、
新

旧

不
渉

時

節

、

コ
ノ
劫

外

ヨ
。

碓

皆

ノ

花

ワ
、

陽
氣

ヲ
不

レ
受

開

程

二
、
音

也

。

石

上

巳

抽

ッ
千

尺

ノ
箏

、

鉄

樹

花

開

劫

外

ノ
春

。

又

、

鉄

牛

夜

半

二
咲

呵

々

。

何

モ

同
意

ナ

リ

。

文

正

啓

柞

、

万

物

成

新

。

如

何

是

啓

柞

底

夏

。

代

云

、

山

門

与

旦

門

増

栄

、

法

輪

与

食

輪

常

轄

。

コ
レ

ワ
、

年

頭

ノ
]

ト

也

ト

ハ
、

是

也

。

爾

輪

点

ス

ル
時

、

カ

ケ

タ

ル
夏

ワ

、

ア

ル

マ

シ
キ

也

。

冬

夜

云
、

今

夜

群

陰

剥

尽

、

明

朝

一
陽

来

覆

。

拶

云

、

不

渉

陰

陽

、

諸

人

作

麿

生
道

。

代

、

因

。

コ
レ

ハ
、

因

地

ニ
ト

ツ

テ

ミ

ル

ロ

傳

ア

リ

。

お

　

円
応
寺
に
は
、
〈代
語
〉
の
資
料
と
し
て
は
、
『円
応
中
興
了
然
大
和
尚
法
語
』
(近
世
初
期
写
本
)
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
本
書
は
、
「法

話
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
円
応
寺
開
山
了
然
永
超

(
一
四
七

一
～

一
五
五

一
)
の
、
永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)
か
ら
享
禄
元
年

(
一

五
二
八
)
至
る
代
語
集

で
あ
り
、
関
東
を
中
心
に
展
開
し
た
了
庵
派
下
の
各
派
に
お
い
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た

〈代
語
〉
の
ス
タ
イ
ル
と

共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。
石
屋
派
の
代
語
と
し
て
は
竹
居
正
猷

『幻
寄
集
』
(丈
六
寺
蔵
)
、
金
岡
用
兼

の

『慈
雲
開
山
金

岡
和
尚
代
語
』
(同

寺
蔵
)
等
が
あ
る
。
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三

下
語
か
ら
代
語

へ

前
節
に
お
い
て
、
仮
名
抄
の
本
参
が
十
六
世
紀
後
半
以
降
主
流
と
な

っ
て
い
く
と
言
う

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
漢

文
抄

の
本
参
が
全
く

　め
　

途
絶
え
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
円
応
寺
蔵
の

『大
巷
和
尚
下
語
』
で
は
、
先

の

「山
雲
海
月
圖

四
」
に
掲
げ
ら
れ

て
い

た

「宏
智
頒
、
明
峯

・
峨
山
爾
和
尚
下
語
井
批
判
」
が
漢
文
抄
と
仮
名
抄
と
で
各
々
別
々
に
拮
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の

過
渡
的
様
相
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
、
円
応
寺
二
世
勝
山
禅
殊

(
一
五
六
五
示
寂
)

の
筆
写
本

で
あ
る
。
大
苓
和
尚

と
は
大
奄
須
益

(
一
四
〇
六
～

一
四
七
三
)
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
は
、
太
源
派
下
の
入
室
参
禅

の
様
子
を
伝
え
る
問
答
三
則
も

収
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

遠
江
州
天
闇
如
中
和
尚
批
判
批
判
、
梅
山
和
尚
於
慮
而
傳
謹
。
時
応
永
廿
四
年
霜
月
吉

日
、
臨
済
宗
能
大
拙
弟

子
、
後
梅
山
傳
法
、

橘
谷
山
大
洞
庵
居
住
天
闇
和
尚
。

石
屋
派
と
太
源
派
下
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
、
中
世
に
お
け
る
曹
洞
宗
各
派
の
交
流
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
が
持
た
れ
る
。

　け
　

円
応
寺
所
蔵

の
抄
物
に
は
、
峨
山
に
擬
せ
ら
れ
も

の
と
し
て
は
前
述
の

『
山
雲
海
月
圖
』
の
他
に

『自
得
暉
録
抄

』
が
あ
り
、
『大
苓
和

尚
下
語
』
に
お
い
て
も
峨
山
紹
碩
、
明
峰
素
哲
の
下
語
と
さ
れ
る
も
の
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
峨
山
に
擬
せ
ら
れ
る
抄
物
が
幾

つ
か

　あ
　

知
ら
れ
て
お
り
、
室
町
時
代
初
期
の
洞
門
抄
物
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
位
置
づ
け
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
。
円
応
寺
蔵
の
他
の
本
参

『霊
機
宏
聖
道

三
位
之
次
第
』
に
も
引
用
さ
れ
る
、
「宏
智
八
句
」
を
以
下
に
と
り
あ
げ

て
み
た
い
。

A
漢
文
抄

〇

一
段
光
明
亘
古
今
。
峯
云
、
見
聞
覚
知
是
道
。
山
云
、
道
離
見

　
　

聞
覚

智
也
。
拮
云
、

一
段
光
明
者
、
言
人
々
具
足
底
物
也
。
亘
古

今
者

、
言
在
凡
夫
喚
作
凡
夫
法
、
在
聖
人
喚
作

二聖
人
法
一、
久
遠

観
レ
彼
、
如
レ
至
二今
日
一、
此
物
三
昧
也
。
生
ル時
共
二生
シ
、
死
時
共

B
仮
名
抄

宏
智
和
尚
前
八
句

義
山

・
明
峯
之
批
判
也
。
此
理
モ
ア
リ
。

〇

一
段
光
明
亘
古
今
云
者
、
古
ノ
釈
迦

モ
達
磨

モ
、
逢
茶
喫
茶
、

逢
飯
喫
飯
也
。
今
ノ
我
等

モ
如
此
自
由
自
在
、
渠
力
三
昧
也
。

一

段
ノ
光
明
ト

ハ
、
人
々
ノ
摩
尼
珠
也
。
古
ト

ハ
久
遠
、
今
ト

ハ
今
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死

、

故

云

、

亘

二
古

今

一。

見

聞

覚

智

是

道

ト
見

ル
時

、

此

物

三
昧

也

。

道

離

二
見

聞

覚

智

一言

時

ハ
、

頭

々
ノ
上

へ
物

々

ノ
上

二
不

レ
留

也

。

○

有

無

照

破

脱

情

塵

。

云

、

実

際

理
地

、

不

受

一
塵

。

山

云

、

瑠

璃

殿

上

無

智

識

。

乾

坤

大

地

百

雑

砕

ソ
、

大

死
底

ノ
所

二
至
テ
有

無

照

破

ト
云
。
拮

云

、
有

無
者

ハ
、
言

ハ
一
段

光

明

也

。
有

ル
時

ハ成

レ
有

ト
、
々

ル
時

ハ
成

レ
無

ト
。
照

破

者

、
言
也

。
脱

レ
情

塵

者

、
言

ワ
大

死
底

ノ
上

機

　
　

二
不
〃被

二翻
回
一、
大
死
底

一
句
ト
云
也
。
言
脱
情
塵
、
情
塵
共
言

也
。
此

一
句
三
世
諸
佛
、
歴
代
祖
師
開
け
ヲ
ロ
不
得
、
故
智
不
到
処

ト
云
、
自
己
心
照
渕
源

モ
言
也
。

○
當
頭
燭
着
弥
天
罪
。
云
、
青
天
尚
喫
棒
。
山
云
、

一
亦
莫
守
。

拮
云
、
是
二
至
人
劒
刃
上
求
人
言
也
。
瑠
璃
殿
上
至
言
也
。
十
分
清

白
言
、
當
頭
処
、
燭
着
弥
天
罪
言
、
當
頭
ヲ
打
破
、
自
己
不
留
故
、

鰯
着
弥

天
罪
言
也
。

日
也

。

此

故

二、

観

彼

久

遠

、

猶

如

今

日
也

。

○

有

無

照

破

脱

情

塵

。

峯

,
云
、

実

際

理

地

、

不

受

一
塵

。

山

云

、

瑠

璃

殿

上

無

知

識

。

一
段

ノ

光

明

ト

云

ハ
、
有

ト

云

モ
無

ト

云

モ
、

此

一
段

ノ

大

光

明

也

。
有

無

照

破

ト

云

ハ
、
乾

坤

大

地

百

雑

砕

メ
、

大

死
底

ノ
庭

二
至

ル
ヲ

云

也

。

脱

際
情

塵

づ
云

ハ
、

大

死

底

ノ
上

二

機

ヲ

ヒ

ル
カ

ヘ
シ
、

不

叫
ヲ
回

け
頭

.
、

大

死

底

ノ

一
句

ノ
脱

コ
情

塵

ヲ

脱

ス
ト

云

。
此

一
句

ハ
、

三
世

ノ
諸

仏

、
歴

代

ノ
祖

師

モ
開

の
口
不

得

。

此

ヲ
知

不

到

ノ

処

、

自

己
真

照

ノ
渕

源

ノ
処

也

。

○

當

頭

鰯

着

弥

天

罪

。
峯

云

、
青

天
猶

喫

棒

。
山

云

、

一
亦

莫

守

。

此

ヲ

劒

刃
上

二
覚

人

ト

云
也

。
十

分

清

白

當

頭

也

。
燭

着

弥

天

ノ
罪

ト

ハ
、
自

己

二
留

マ
ラ

セ

シ

カ
為

也

。
此

故

二
、
弥

天

ノ

罪

ト

云
也

。

又

云

、
當

ト

ハ
、
物

々

ニ
ア

タ

ル
故

也

。
頭

ト

ハ
、
物

々

頭

々
也

。

鰯

ト

ハ
、

佛

ノ

性

モ
、

衆

生

ノ
性

モ
、

草

木

ノ

性

モ
、

佛

性

ナ

レ

ハ
、

燭

ト

云
也

。

着

ト

ハ
、

一
切

二
賓

主

ア

ル

カ
故

二
、

又

弥

天

ト

ハ
、

未

け
覚

.自

.心

ノ
為

ト

思

ウ

心

ア

ル
カ

故

二
、

弥

天

ノ

罪

ト

云

也

。

此

罪

ハ
、

尋

常

ノ
罪

ニ
ア

ラ

ス
、

更

二
可

レ
落

地

獄

モ
ナ

シ
、

其

ヲ
イ

カ

ニ
ト

云

ハ
、

草

木

二
心

飯

レ

ハ
、

其

ノ
性

何

庭

ニ
カ

落

在

ス
。

如

是

見

レ

ハ
、

我

性

モ
亦

如

是

。
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○
退
歩
承
-
新
。
峯
云
、
相
逢
不
疑
。
山
云
、
瑠
璃
殿
上
撲
倒
分

砕
始
親
者
也
。
拮
云
、
退
歩
承
當
言
、
自
己
尽
、
撲
倒
分
葎
、
本

位
至
轄
処
路
也
。
是
末
後

一
句
言
也
。
特
地
新
言
、
達
磨
未
来
、

佛
未
出
世
処
至
也
。
本
位
言
是
也
。
旧
時
行
李
人
、
本
位
物
ト
ニ

人
不
可
有
。
拮
云
、
紫
極
言
、
佛
劒
法
劒
極
故
言
也
。
宮
中
烏
抱

卵
言
、
混
沌
未
分
田
地
、
夫
上
當
不
正
當
塵
、
天
地
未
分
、
黒
白

未
分
処
也
。
烏
ト
言
ハ、
極
二
本
位

一処
也
。
抱
卵
言
、
本
位
有
本
位

不
雑
、
抱
卵
言
也
。

○
紫

極
宮
中
烏
抱
卵
。
言
ハ、
主
中
主
、
亦
玄
中
玄
、
亦
玄
具
、
亦

妙
中

妙
、
亦
鷺
鷺
立
雪
非
同
色
、
言
是
也
。
言
雪
、
言
紫
極
宮
中

烏
也

。
鷺
驚

・
紫
極
也
。
亦
同
中
同
、
亦
異
中
異
、
是
言
也
。
暗

中
明
、
々
中
暗
、
言
主
中
主
也
。
明
言
、
暗
不
交
主
也
。
那
邊
也
。

○
退
歩
承
當
特
地
新
。
峯
云
、
相
逢
テ
不
疑
。
山
云
、
到
瑠
璃
殿
上
、

撲
到
粉
碑
始
親
。
自
己
知
不
到
ノ
庭
ヲ
フ
ミ
去
テ
、
出
意
二叶
ヲ
始

テ
親
ト
云
也
。
退
歩
承
當
ト

ハ
、
韓
処
ノ
路
也
。
承
當
ト

ハ
、
旧

時
行
履
ノ
人
二相
見
ス
ル
ヲ
云
也
。
特
地
新
ト
云

ハ
、
達
磨
不
来
東

土
、
二
祖
不
往
西
天
ノ
本
意
ト
云
ハ
、
是
也
。
旧
時
行
履
ノ
人
ト

ハ
、
本
意
ノ
物
全
ク
無
二也
。
又
云
、
退
ト

ハ
、

一
切
ノ
隻
ヲ
退
ク

物
也
。
此
性

ハ
、
万
事
不
退

ニ
メ
、

一
切
ノ
真

ニ
コ
モ
レ
リ
。
故

二
退
ト
云
也
。
歩
ト
云
ハ
、
物
々
ノ
歩

二
不
レ
即
シ
テ
轄

ス
ル
也
。

心
若
不
い轄
、
只
妄
性
ナ
ル
ヘ
シ
。
轄
ス
ル
故
二退
歩
ト
云
也
。

一

切
二
不
い轄
セ
、
以
レ何
為
ル眼
ト
。
承
當
ト
云

ハ
、
轄
庭
實
ナ
ル
カ
故

二、
特
地
新
ナ
リ
ト
云

ハ
、
宗
旨
ノ
韓

ス
ル
処
也
。
カ
ノ
地

ハ
、
天

地

ノ
天

ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
此
地

ハ
心
ノ
境
界
、
無
位
ノ
田
地
也
。
是

ヲ
宗
旨
ノ
轄
処
ト
云
ナ
リ
。
新
ナ
リ
ト
云
ハ
、
格
外
ノ
庭
ナ
ル
故

也
。

○
紫
極
宮
中
烏
抱
卵
。
峯
云
、
暗
中
明
。
山
云
、
白
雲
依
旧
青
山

中
。
紫
極
宮
ト
云

ハ
、
佛
見
法
見
ヲ
極

ル
故

二、
紫
極
ト
云
也
。
烏

抱
卵
ト
云

ハ
、
混
沌
未
分
ノ
田
地
、
黒
白
未
分
ノ
田
地
ヲ
、
烏
ト

云
、
極
位
ノ
処
也
。
紫
極
宮
ノ
裏

二烏
抱
卵
ト
云
ハ
、
主
中
,
主
、

玄
中
,玄
、
妙
中
、
妙
也
。
鷺
鷺
立
雪
非
同
色

ト
云
モ
、
是
也
。
立
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け
雪

二
云

ハ
、

紫

極

ノ

烏

也

、

鷺

也

、
紫

極

也

。

又

ハ
、

同

中

ノ
同

、

異

中

ノ
異

ト
、

是

ヲ

云
也

。

暗

中

ノ
明

、

暗

中

ト

云

ハ
、

主

也

。

明

ト

云

ハ
、

暗

二
不

励
交

主

也

。

那

辺
也

。

又

云

、

紫

極

ト

云

ハ
、

宗

旨

ノ
在

処

也

。

土

噴

人

稀

ナ

ル
処

也

。

紫

極

ト

云

ハ
、

陰

ニ

モ
不

属

、
陽

ニ

モ
不

ル
属

故

二
、
紫

極

ト

云

也

。
拶

レ
手

ヲ
空

空

ト

メ

無

レ
大

千

モ
、

虚

空

ヲ
打

ハ
、
ヒ

》
キ

ア

リ
。
此

聲

ヲ
耳

ニ
ト

メ

テ
、

手

ヲ

拶

ス

ル

一二

物

ナ

シ

。
是

元

来

無

一
物

不
轄

身

ノ
処

也

。
故

二
紫

極

ト

云
也

。

是

ヲ

那

辺

ト

云

ハ
、

佛

祖

左

右

ニ

ヨ
キ

ル
道

路

也

。

通

　　
　
　

処

ト

ハ
、

古

佛

ノ
道

陽

也

。

宮

ト

ハ
、

渠

力

居

処

也

。

如

何

ナ

レ

ハ
、

宮

ト

ハ
云

フ
。
宮

ト

ハ
、
無

位

ノ
都

也

。
サ

レ

ハ
、
渠

ハ
、

天

子
ノ
位

也

。
中

ト

ハ
、
正

天

子

也

。
正

天

子

マ
シ

マ

ス
ト

云

心

也

。

サ

レ

ハ
、
中

ヲ

ア

タ

ル
ト

讃

也

。
烏

ト

云

ハ
、
暗

ノ

見
也

。
錐

レ
然

性

ア

リ

、
彼

ノ
性

異

類

二
轄

ス
。
卵

ト

云

ハ
、
明

ノ
位

也

。
明

ト

ハ
、

一
切

ノ

黒

白

ヲ
分

力

故

二
、
是

卵

生

ナ

リ

ト

イ

ヘ
ト

モ
、

一
回
縛

メ

黒

白

ノ

主

ト

ナ

レ

ハ
、
殊

更

黒

白

二
通

ス
。
黒

白

通

ル
故

二
、
通

処

全

無

二
也

。
卵

ヲ
養

育

ス

ル
心

也

。
此

故

二
抱

ト

云
也

。
明

暗

無

二

也

。

黒

白

モ
亦

無

二
也

。

然

ハ
、

迷

悟

二
同

キ

也

。

是

則

心

ノ

一
法

也

。

此

世

界

二
弥

論

メ

那

辺
ト

ハ
ナ

ル
也

。
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○
銀

河
波
底
推
兎
輪
。
云
、
明
中
暗
。
云
、
青
山
依
旧
白
雲
中
也
。

拮
云
、
銀
河
浪
裏
言
、
紫
極
宮
中
ノ処
也
。
兎
ト
言
ハ、
主
中
主
也
。

兎
推
輪
言
ハ、
自
レ本
位

一
機
轄
ル処
、
推
ト
言
也
。
轄
η
未
諸
法
ノ
相

鴫不
居
也
。
轄
未
知
不
到
云
処
二也
。
故

一
色
邊
、
亦
當
頭
ト
モ是
ヲ
言

て
。
銀

河
波
底
兎
推
輪
言
、
屋
裏
轄
処
、
亦
那
辺
轄
言
、
明
中
暗
言
、

轄
主
也
。
故
此
時
明
中
暗
言
也
。

○

銀

河

波

底

推

兎

輪

。

峯

云

、

明

中

暗

。

山

云
、

青

山

依

旧
白

雲

中

。
銀

河

波

底

ト

ハ
、
紫

極

宮

ト

同

夏

也

。
兎

ト

ハ
、
主

中

主

也

。

推

輪

ト

ハ
、
本

意

ヨ
リ

今

時

二
一
機

轄

ス

ル
処

ヲ
、
推

ト

云
也

。
轄

ス
ト

イ

ヘ
ト

モ
、

未

混

二
諸

法

ノ
相

.～、

末

後

ノ
當

頭

ト

モ
云

也

。

屋

裡

ノ
轄

処

ト

モ
云

也

。
明

中

ノ
暗

ト

云

ハ
、
轄

ス

レ

ハ
、
主

ト

ナ

ル
故

二
、
明
中

ノ
暗

ト

モ
云

也

。
又

云

、
銀

河

波

底

兎

推

輪

ト

云

ハ
、

銀

河

ト

ハ
、

明

也

、

ト

イ

ハ

ン
為

也

。

銀

モ
白

シ
、

河

モ
白

シ
、

波

モ
白

シ
。

兎

ト

云

ハ
、

月

ト

云

ン
為

也

。

月

モ
白

シ
。

サ

レ
ト

モ
、

コ

ン
テ

ハ
、

兎

ハ
、

明

中

ノ
暗

ト

云

ン
為

也

。

銀

河

ト

ハ
、

　
　

天

河

ノ
真

也

。

牽

牛

、

織

女

ヲ
恋

テ

心

ヲ
通

ハ
セ

ト

モ
、

此

天

河

渡

不

瞬
得

ホ

ト

ニ
、

織

女

二
逢

コ
ト

ナ

シ
。

此

河

ヲ

ワ
タ

レ

ハ
、
織

ヲ

ル
女

二
逢

也

。
此

河

ト

云

ハ
、
衆

生

自

己

ノ
霊

水

也

。
波

ト

ハ
、

　
　
　
　

衆

生

ノ
心

念

也

。

彼

兎

兎

ハ
、

主

人

公

ナ

リ

。

如

何

ト

ナ

レ

ハ
、

兎

ハ
不

婬

メ

子

ヲ

生

ス
。
月

ヲ

父

ト

シ
、
露

ヲ
母

ト

ス
。
兎

ニ

ハ
、

父

母

ハ
ア

レ

ト

モ
、

父

母

ハ
ナ

シ
。

サ

レ

ハ
、

天

然

ノ

位

也

。

渠

力

見

也

。
兎

ハ
、
万
葉

ノ
中

ニ
ア

ツ

テ
、

露

霜

ヲ
吸

也

。
故

万

葉

草

ノ
主

ト

云

也

。

兎

ト

ハ
、

月

ヲ

イ

ワ

ン
為

也

。

故

心

月

弧

圓

、

光

含

二
万
象

一
ヲ
。

此

月

世

界

二弥

倫

ス
。

是

兎

推

叶
輪

云

也

。

過

去

ヨ

リ

現

在

二
出

現

シ

、
現
在

ヨ

リ
未

来

ニ
サ

ラ

ン
。
事

更

二
余

人

不

レ
疑

、

此

ヲ
推

輪

ト

云

也

。

事

ハ
、

全

自

由

ニ
メ
無

二
躍

跡

一。

是

則

衆

生

,

見

ニ
モ
不

疑

也

。
サ

レ

ハ
、
這

辺

ト

ハ
、
凡

夫

見

落

在

ス

ル
処

ナ

リ

。
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○
是
須
ー

用
。
云
、
逢
飯
喫
飯
、
逢
茶
喫
茶
。
山
云
、
出
遊
三

昧
門
。
拮
云
、
是
須
携
手
言
、
自
本
位
韓
出
来
、
諸
法
相
居
、
偏

正
曽
不
離
、
本
位
不
疑
処
主
也
。
妙
手
言
也
。
出
来
言
也
。
用
可

言
、
向

百
草
頭
上
祖
師
意
見
庭
也
。

○

百
億

i
ー

身

。

云

、

百

億

声

色

是

何

ト
云

.
。

周

遍

十

方

心

、

不

在

一
切

庭

。

百

億

ー

身

言

ハ
、

頭

々
上

現

、

至

此

物

ノ
三
昧

也

。

身

言

ハ
、

百

億

声

色

是

何

ソ
ト
見
時

、

声

色

語

言

中

二
相

合

テ
、

此

中

二
不

妙
留

故

、

是

何

ソ
ト
言

ハ身

也

。

天

上

天

下

唯

我

独

尊

言

也

。

一
段

光

明

亘
古

今

、

百

億

ー

身

、

能

見

二
不

可

有

、

凡

夫

二
句

可

見

也

。

○
是
須
妙
手
携
来
用
。
峯
云
、
逢
茶
喫
茶
、
逢
飯
喫
飯
。
山
云
、

入
徹
幽
玄
底
、
出
遊
三
昧
門
。
妙
手
携
来
テ
用
ト
云
ハ
、
本
意
ヨ

リ

〔

〕
轄
来
、
混
畝諸
法
相
鴫故
二、
偏
正
曽
不
レ離
二本
意
り
不

疑
口
主
也
。
是
ヲ
妙
手
ト
云
也
。
是
ヲ
携
来
ト

云
也
。
来
テ
可
レ用

ト
云

ハ
、
百
草
頭
上
二向
テ
、
祖
師
ノ
意
ヲ
見
也
。
又
云
、
是
須
妙

手
携
来
用
、
是
ト

ハ
、
久
遠
也
。
是
非
ノ
是
ニア
ラ
ス
、
渠
力
姿
也
。

カ
レ
ニ
主
ア
リ
。
此
ヲ
妙
手
ト
云
。
須
ト
云
、
那
辺
ノ
・見
也
。
彼

在
所

ニ
テ
手
ヲ
天
外
ニ
ヲ
ヨ
ホ
シ
テ
、
何
物
ヲ
手
裡

二取
来
ル
。
カ
ノ

　

　

手
裡
二陽
在
陰
在
、
陰
ヲ
左
ト
シ
、
陽
ヲ
右
ト

ス
。
陰
陽
ヲ
左
右
二

握
テ
、
手
ヲ
開

ハ
、
天
地
二陰
陽
モ
分
也
。
此

ヲ
携
来
ト
云
也
。
本

分
ノ
性
也
。
来
ト

ハ
、
陰
陽
分
テ
後
、
衆
生
草
木
悉
皆
成
仏

ス
ル

也
。
是
二、
携
来
ト
云
也
。
可
用
云

ハ
、
物
々
色

々
各
々
二
不
疑
ヲ

云
ナ
リ
。

○
百
億
分
身
庭

(々

)
眞
。
峯
云
、
百
億
ノ
聲
色
是
何
ソ
。
山
云
、

周
編
十
方
心
、
不
在

一
切
庭
。
百
億
分
身
処

、
真
ト
云
ハ
、
頭
々

物
々
上
二至

マ
テ
、
此
物
ノ
三
昧
也
。
百
億
聲
色
是
何
ソ
ト
見
時
、

声
色
言
語
中
二有
テ
不
留
故
也
。
何
ソ
ト
云
足
下

ハ
、
明
真
也
。
天

上
天
下
唯
我
独
尊
ト
モ
云
。

一
段
光
明
亘
古
今
、
百
億
分
身
処
々

真
ト
能
々
可
見
。
不
可
有
不
審
云
々
。
又
云
、
百
ト

ハ
、

一
ヲ
以
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テ

母

ト

シ
、

百

ヲ

以

テ

法

ト

ス
。

法

ハ
、

物

々

二
極

テ
明

也

。

一

ヨ

リ

万

法

二
出

タ

リ

。

此

万

法

ハ
、

一
二
極

テ

ヲ

サ

マ
ル
也

。

故

二
、

此

ヲ

百

ト

云

。
億

ト

ハ
、

三
界

ノ
中

、
所
在

ノ
性

ア

リ

。
彼

性

ハ
、

如

微

塵

刹

土

づ
。

此

故

百

千

劫

ヲ

ツ

ム

ト

モ
、

彼

ノ
性

数

ヲ

明

.一不

覚

。

故

二
、

無

計

ト

云

心

也

。

分

ト

ハ
、

一
切

ノ

性

不

分

、

今

時

二

去

ト

イ

ヘ
ト

モ
、

其

ノ
性

ハ
、

終

一
ヨ
リ

出

タ

リ

。

サ

レ

ハ
、

性

二
ニ

ナ

シ
。

錐

然

、

性

ハ

マ
チ

く

也

。

身

ト
物

々

ノ
体

也

。
体

二

無
居
住
、
誰
力

一
物
ト
メ
性
ニ
ァ
ツ
カ
ラ
サ

ラ
ン
。
此
故
ニ
モ
浬
葉

ヲ

ハ
、
践
提
河
ノ
側

二
捏
葉
ヲ
唱
了
玉
フ
。
処
々
ト

ハ
、
佛
祖
衆
生

〔

〕
草
木
天
地
在
所

マ
チ
く

也
。
サ

レ
ハ
、
彼
ノ
物
ト
モ

ノ
立

所

別

々

ナ

ル
故

二
、

処

ト

云

也

。

青

キ

物

元

来

変

メ

不

黄

。

其

性

二
ニ

ナ

シ

。
金

五

色

ニ
シ

テ

、
其

心

不

変

。
故

二
真

ト

云
也

。
真

ト

ハ
、

マ
ノ

ア

タ

リ

ト

云
也

。
錐

二
真

実

↓
生

死

不

定

ナ

ル
カ

如

シ
。

全

其

真

ト

云

ハ
、
生

死

モ

ナ

ク

、
無

変

易

、
増

減

モ
ナ

シ
。
錐

レ
然

、

衆

生

迷

力
故

、

増

減

ア

リ

ト

思

フ
。

是

ヒ

ト

ヘ

ニ
迷

ウ

故

也

。

是

ヲ

倶

ニ
サ

ト

ル

ヲ
、

庭

々
真

ト

云

ナ

リ

。
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四

本
参
の
目
録
の
成
立

中
世
に
お
け
る
曹
洞
宗
道
元
派
下
に
お
け
る
公
案
禅
の
援
用
は
、
各
派
の
本
参
の
目
録
が
作
成
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
体
系
化
さ
れ

て
く
る
。

　お
　

既
に

こ
の
点
に
つ
い
て
も
石
川
力
山
氏
の
論
稿
が
あ
る
が
、
管
見
の
本
参
目
録
の
中
で
最
も
成
立
が
早
い
も
の
と
し
て
は
、
常
光
寺

(愛

お
　

知
県
渥
美
町
)
蔵

の

「傑
堂
派
参
話
目
録
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
常
光
寺
は
、
寒
巖
派
下
の
普
済
寺
十
三
門
派
の

一
つ
潔
堂
派
の
寺
院
で
あ

り
、
ま
と
ま

っ
た
切
紙
資
料
と
し
て
は
最
も
古

い
部
類
に
属
す
る
、
文
明
年
間
か
ら
天
文
年
間
に
至
る
二
十

一
通
の
切
紙
を
所
蔵
し
て
い

　ま

る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。

(※
各
則
の
番
号
は
、
筆
者
が
付
す
。)

廣
澤
派
流
豚
儀
曇
和
尚
末
孫
江取
傳
、
儀
俊
是
傳
受
畢
。
潔
堂

一
派
之
参
和
目
録
次
第
、
他
門
不
出
。
其
家
嗣
法
者

一
人
可
許
。
是
者

儀
俊
細
蜜
修
業
在
故
、
他
山
無
別
諸
派
下
者
也
。
云
云
。
可
秘
々
々
。

(1
)
露
柱
話

(2
)
香
厳
樹
上

(3
)
趙
州
無

(4
)
雲
門
須
弥
山

(5
)
目
前
真
之
大
道

(6
)
摩
頂
之
参

(
7
)
南
泉
斬
猫

(8
)
飯
銭
之
話

(9
)
取
詩
書

(10
)
六
外
之
話

(11
)
不
思
善
悪

(12
)
蒲
團
上

一
句

(13
)
滞
字
之
大
事

(14
)
没
后
作
僧

話

(15
)

一
辺
消
災
㎜几

(16
)
金
剛
之
正
体

(17
)
四
相
之
話

(18
)

一
心
之
参
話

(19
)
離
性
之
参

(20
)
無
位
真
人

(21
)
首

山
竹
箆

(22
)
勃
陀
勃
地

(23
)
摩
頂
之
話

(24
)

一
中
十
位

(25
)
碧
岩
総
頒

(26
)
五
位
之
起

(27
)
独
達
之
劒

(28
)
回
向

之
参

(29
)
焼
香
之
参

(30
)
念
諦
之
参

(31
)
霊
供
之
参

(32
)

一
葉
舟
中

(33
)
無
師
自
覚
参

(34
)
叉
手
之
参

(35
)
六
祖

傳
衣

(36
)
宗
門
之
是
非

(37
)
大
悟
之
参

(38
)
投
機
之
参

(39
)
傳
受
之
参

(40
)
相
承
之
参

(41
)
印

可
之
参

(42
)
自
家

之
参

(43
)
大
事
之
参

今
四
十
三
則
傳
受
前
先
々
、
此
分
之
目
録
、
嗣
法
之
者
、
渡
参
和
可
在
。

(44
)
頂
門
之
眼

(45
)
空
劫
之
落
居

(46
)
血
豚
之
参

(47
)
眼
中
之
三
身

(48
)
智
之
参

(49
)
正
法
眼
蔵

(50
)
曹
山
孤
峰

不
白

(51
)
死
活
當
頭

(52
)
見
桃
花
悟
道

(53
)
露
柱
之

一
句

(54
)
中
之
参

(55
)
空
劫
巳
前
之
眼

(56
)
清
白
傳
家

(57
)

芦
花
之
雪

(58
)
趙
州
和
尚
無

(59
)
百
丈
野
狐

(60
)
倶
砥

一
指

(61
)
胡
人
無
髪
之
話

(62
)
香
厳
樹
上
話

(63
)
趙
州
洗
鉢



64中世曹洞宗における本参資料研究序説(一)

孟

(64
)
奨
仲
造
車

(65
)
大
通
智
勝
佛

(66
)
清
税
孤
貧

(67
)
二
庵
主
挙
頭

(68
)
瑞
岩
主
人
公

(69
)
托
鉢
下
堂

(70
)
南

泉
斬
猫

(71
)
洞
山
三
頓
棒

(72
)
鏡
清
七
條

(73
)
国
師
三
喚

(74
)
洞
山
麻
三
斤

(75
)
平
常
心
是
道

(76
)
大
力
量
人

(77
)

雲
門
乾
尿
鰍

(78
)
不
思
善
悪

(79
)
三
座
説
法

(80
)

一
僧
捲
簾

(81
)
紙
燭
吹
滅

(82
)
六
祖
風
幡

(
83
)
即
心
即
佛

(84
)

ぽ

趙
州
勘
破

(85
)
外
道
問
佛

(86
)
南
泉
智
不
是
道

(87
)
清
女
離
魂

(88
)
路
逢
達
道
人

(89
)
栢
樹
子
之
話

(90
)
牛
過
窓
儒

(91
)
雲
門
話
堕

(92
)
浄
瓶
躍
倒

(93
)
達
磨
安
心

(94
)
首
山
竹
箆

(95
)
阿
誰
之
話

(96
)
百
尺
之
竿
頭

(97
)
兜
率
之
三

関

(98
)
乾
峰

一
路

(99
)
大
通
智
勝
佛

(㎜
)
迦
葉
刹
竿

(期
)
六
十
棒

(皿
)
不
思
善
悪

(鵬
)
宏
智

四
借

(脳
)
本
源
自
性

参

(501
)
三
地
獄
之
話

(鵬
)
格
外

一
句

(㎜
)
五
弟
労
之
話

(鵬
)
永
平
大
佛

(㎜
)
曹
山
佛
前
掃
地

(m
)
烏
臼
二
上
座

(m
)

投
子
大
同
禅
師

(211
)
岩
頭
横
走

(鵬
)
換
骨
之
脱
躰

(m
)
黄
龍
三
関

(鵬
)
三
身
之
請
誰

(鵬
)
位
裡
之
心

(m
)
玄
沙
出
家

眼

(811
)
空
劫
已
前
自
己

(㎜
)
雨
打
石
頭
無
人
処

(伽
)
天
上
天
下
唯
我
独
尊

(皿
)

一
色
眼
之
話

(慨
)
雲
門
三
句

(鵬
)
雪

積
霜
凍

(421
)
世
尊
先
鬼
后
鬼

(妬
)
点
凡
入
聖
参

(慨
)
十
三
仏
之
話

(枷
)
地
水
火
風
空
話

合
八
十
四
則
、
是

モ
傳
受
前
二、
数
日
経
、
嗣
法
者
可
参
和
、
先
々
此
話
罷
参
者
二可
傳
受
可
在
。
可
秘

々
々
。

○
傳
後
参
自
是
在

ぽ
　

(821
)
枯
木
竜
吟

(㎜
)
井
駆
之
話

(蜘
)
得
失
之
話

(瑚
)
知
不
知
之
話

(㎜
)
首
山
竹
箆

(瑠
)
清
女
離
魂

(悩
)
樹
上
之
話

(531
)
竿
頭
進
歩
話

(燭
)
吸
尽
去
也

(餅
)
阿
誰
之
話

(鵬
)
牛
窓
揺

(㎜
)
法
眼
窓
之
話

(蜘
)
劒
刃
上

(姐
)
徳
山
托
鉢
話

(241
)
達
道
人
話

(蝿
)
大
死
底
之
話

(翅
)
外
道
問
仏

(幽
)
三
機
輪
之
話

(囑
)
二
祖
安
心

(即
)
混
沌
未
分
話

(
蝿
)
清
税

孤
貧

(941
)
即
心
即
佛

(珊
)
麻
三
斤

(皿
)
栢
樹
子
話

(齪
)
船
舷
未
跨
棒

(鵬
)
虚
空
五
字
之
話

(劇
)
有
句
無
句

(搦
)
女

子
出
定

(651
)
拮
華
話

(研
)
野
狐
之
話

(齪
)
向
去
却
来
話

(靭
)
別
山
相
見

(励
)
孤
子
峰
不
白

(揃
)
不
識
上

一
句

合
三
十
四
則
、
是
傳
后
之
参
也
。

天
童
如
浄
和
尚
、
此
目
録
義
歩
和
尚
附
与
也
。
可
秘

々
々
。
天
童
三
十
四
話
ト
目
録
二乗
スル
。
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又

一
説
目
録
傳
后
.参
在
リ
。

(261
)
心
身
脱
落

(鵬
)
万
機
休
罷

(團
)
正
法
眼
蔵

(備
)
世
尊
拮
華

(燭
)
青
原
錨
斧
子

(研
)
死
蛇
大
路

(鵬
)
堅
固
法
身

(961
)
趙
州
省
鉢
孟

(恥
)
瑞
岩
主
人
公

(m
)
無
位
真
人

(囎
)
洛
浦
無
心
道
人

(偽
)
趙
州
無

(脳
)
南
泉
斬
猫

(粥
)
馬
祖

即

心
即
佛

(671
)
黄
奨
六
十
棒

(瑠
)
瞳
酒
糟
漢

(酩
)
十
八
上
之
活
計

(㎜
)
曹
山
孤
峰
不
白

(圃
)
雲
門
話
堕

(捌
)
祖
意

教
意

(281
)
情
女
離
魂

合

三
十

一
則
。
目
録
二独
則
ト
上
ル傳
后
之
参
也
。

(381
)
初
入
頭
之
参

(悩
)
廿
五
位
之
話

(鵬
)
洞
山
悟
本
五
位

(鰯
)
五
位
之
総
頒

(塒
)
七
堂
之
参

(鵬
)
前

八
句
后
八
句

(珊
)

石
霜
之
七
去

(091
)
夜
参
七
去
合
。

合
八
則
。

(191
)
碧
岩
百
則

(麗
)
九
十
七
則
去
之
圓
相

(鵬
)
十
八
般
之
妙
語

其
家
相
承
了
、
傳
后
之
参
共
皆
罷
参
シ
テ
、
此
透
リ
ノ
参
和
可
在
。
末
後
之
参
也
。
嗣
法
者

一
人
可
許
総
目
録

。
如
是
顕
此
.
目
録
。

嗣
法
錐
、
為
未
熟
者
、
不
可
見
。
可
秘
々
々
。
三
拝
九
拝
。

竜

天
護
法
善
神
守
護
所
、
血
豚
不
断
旨
、
至
祝
々
々
。

廣
澤
派
流
豚
潔
堂
和
尚
之
目
録
也
。

維
時
嘉
吉
三
癸
亥
季
十
月
廿

二
日
、
於
普
済
禅
寺
之
方
丈
、
曇
和
尚
今
附
授
義
俊
畢
。

干
時
文
明
十
三
辛
丑
八
月

一
日
、
於
普
済
禅
寺
之
丈
室
、
俊
和
尚
今
附
授
光
忠
畢
。
義
俊

(花
押
)

干
時
明
磨
三
年
甲
寅
拾
二
月
念
十
日
、
於
普
済
禅
寺
之
丈
室
、
忠
和
尚
令
附
授
是
秀
畢
。
光
忠

(花
押
)

干
時
天
文
三
甲
午
季

二
月
十
八
目
、
於
普
済
禅
寺
之
丈
室
、
是
秀
令
附
授
俊
徳
畢
。
是
秀

(花
押
)

出
目
時
永
禄

元
戊
午
年
仲
秋
廿
八
日
、
於
普
済
禅
寺
丈
室
、
俊
徳
附
授
源
察
畢
。
俊
徳

(花
押
)
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干
時
天
正
四
丙
子
三
月
朔
日
、
於
常
光
寺
真
前
、
源
察
令
附
授
祥
君
畢
。
源
察

(花
押
)

出
日
時
慶
長
拾
庚
戌
年
林
鐘
朔
日
、
於
常
光
寺
真
前
、
祥
君
令
附
授
芳
久
畢
。
祥
君

(花
押
)

維
時
元
和
辛
酉
季
仲
春
廿
八
日
、
於
丈
室
、
芳
久
今
附
授
天
察
畢
。
芳
久

(花
押
)

上

記
の
資
料
に
よ

っ
て
、
少
な
く
と
も
寒
巌
派
下
で
は
、
文
明
年
間
に
既
に
各
派
毎

の
本
参
の
体
系
化
、
い
わ
ば
入
室
参
禅
の
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
化
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。
又
、
公
案
の
体
系
化
と
共
に
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
夜
参
の
成
立
と
そ
の
体
系
化
の
問

　お
　

題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

通

説
と
し
て
は
、
道

元
派
下
の
公
案
禅
の
本
格
的
援
用
に

つ
い
て
は
、
螢
山
紹
瑛
や
峨
山
紹
碩

の
頃
よ
り
始
ま

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
未

だ
確
実
な
文
献
的
裏
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
来
、
峨
山
に
擬
せ
ら
れ
る
幾

つ
か
の
抄
物
を
取
り
あ
げ
た
が
、
そ
こ
に

は
後

世
の
本
参
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
則
も
存
し
、
又
同
様
に
寂
円
派
に
伝
承
さ
れ
た
と
さ
れ
る

『永
平
寺
三
十
四
話
本
参
』

(『南
谷
老

　お
　

師
三
十
四
関
』
)
な
ど
も
存
す
る
こ
と
か
ら
、
後
代
の
本
参

へ
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
資
料
の
歴
史
的
位

置
づ
け
は
早
急
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
ぬ
　

こ

の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
最
後
に
螢
山
に
擬
せ
ら
れ
る

『秘
密
正
法
眼
蔵
』
の
公
案
が
、
や
が

て
本
参
と
し
て
成
立
し
て
ゆ
く
、
そ
の

　　

過
渡
的
過
程
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
円
応
寺
蔵

『十
則
正
法
眼
井
抄
』

の
抄
参
部
分
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

一
、
世
尊
拮
コ
一
枝
一、
迦
葉
微
笑
。
。
世
尊
云
、
吾
二有
二
正
法
眼
蔵
、
浬
契
妙
心
、
實
相
無
相
、
微
笑
法
門

付
二囑
。摩
詞
迦
葉

.～。
拶
云
、
付
嘱
底
道
理
作
麿
生
。
代
云
、
折
レ梅
向
二
騨
使

一、
寄
与
レ棲
頭
人
二。
又
拶
云
、
喚
甚
慶
為
コレ
正
法
眼

法
門
ト
。
展

　
　

よ

　
　

二
開

雨

手

づ
云

、
十

全

指

頭

八

奈

穴

。
註

云
、
折

レ
梅

向

二
騨

使

一寄

人

ト

ハ
、
人

ノ
秘

蔵

ス

ル
梅

、
花

ヲ
折

テ
、

所

ケ

ン
ダ

ン

人

二
向

テ

、

ア

マ
リ

ニ
迷

惑

シ

テ

、

フ

ツ
ト

云

ヤ

ウ

ハ
、

此

花

ヲ

バ

模

頭

人

ニ
マ
イ

ラ

セ

ン
ガ

タ

メ

ナ

リ

。

棲

頭

人

ト

ハ
、

其

國

、
主

人

也

。

此

ノ
心

ハ
、

世

尊

モ
迦

葉

二
嘱

セ
ウ

ス
ト

、

カ
ネ

テ

不

レ
得

〔

〕

ロ

ヲ

フ

ツ

ト

主

眼

ヲ
具

シ
タ

人

ニ
タ

ク

ミ

不

レ
斗

付

与

シ
タ

マ
デ

ヨ
。

又

了
庵

派

、

十

介

指

頭

八

介

穴

ロ

バ
、

用
也

。

八
介

穴

ナ

ヲ
、

正
法

眼

蔵

、

浬
般
不
I
l
I

法

門

ト

、

穴

ハ
ロ

ヲ

カ
ズ

ヘ
ア

ワ

ス

ル
也

。
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真

口

口

正
法

眼

門

ヨ
。
是

レ

ハ
、
花

ニ

モ
用

処

ナ

シ

、
拮

ノ
処

二
用

処

ア

リ

ト

用

也

。
拮

ノ
処

ト

ハ
、
手

中

ノ
ロ

ロ

ロ

、
無

門

ノ
批

判

二
、

懸

二
羊

頭

一費

二
狗

肉

弓
、
ト

云

心

ハ
、
花

二
用

処

ハ
ナ

イ

ソ

。
枯

ノ
処

ヲ
能

ク

見

ヨ
、

ト

云

心

也

。
羊

頭

ヨ
リ

下

ヲ
ヨ

ク

見

ヨ
。

下

ガ

大

　

り
　

真

也

。

大

夏

ノ

ミ

ハ
ケ
吏

ソ

、

ト

云

ハ
、
拮

ノ
手
中

ヲ
好

ク
見

.
ト

云

心

也

。

八

介

ノ
穴

ノ
処

ヲ
見

ヨ
也

。
此

ノ
話

ニ
ワ

、
従

レ
始

メ
一
々
参

得

多

キ

也

。

口
傳

心

授

多

也

。
更

参

.
三
十

季

、
唯

佛

与

仏

ノ

ロ
也

。

只
.
人

不

知

不

見
也

。
當

門

派

ニ
モ

ロ

イ

到

げ
此

話

～多

キ

也

。

畢

尭

無

師

知

ノ
処

ヲ
取

也

。

根

董

枝

葉

因

果

同

時

.
処

、

肝

要
也

。

　

　
　
　
　

二

、

迦

葉

刹

竿

。

拶

云
、

呼

喚

ハ
且

置

、

迦

葉

云
、

門
前

刹

竿

倒

却

着

セ
.
ト

道

意

旨

如

何

。

代

云

、

美

言

滞

レ
心

首

～、

常

作

二
縁

盧

場

↓
。

注

云
、

刹

竿

ハ
、

説

法

ニ
タ

ツ

ル

モ

ノ
也

。

ホ

ト

ニ
、

阿

難

ハ
四

十

九

季

、

教

内

ニ
ト

ン

マ

ル
也

。

ホ

ト

ニ
、
迦

葉

ハ
、

ソ

ノ
多

智

多

解

ヲ

ス
テ

ヨ
ト

示

ス
也

。

教

外

別

傳

、

不

立

文

字

ノ
処

ハ
、

智

解

.
ナ

キ

処

也

。

智

解

ハ
、

皆

教

内

也

。

代

.
心

モ
同

心

也

。

法

眼

ノ
語

也

。

又

膳

騙

ハ
不

レ
逢

霊

山

ノ
機

、

扶

起

.
吾

宗

ノ
大

法

瞳

ト
、

了
庵

派

ハ
、

句

ヲ
付

ル
也

。

三
、

聖

諦

第

一
義

。

拶

云

、

如

何

是

真

俗

不

二
、

聖

諦

第

一
義

。

代

云

、

虚

玄

大

道

、

無

口

口

宗

。

又
拶

云

、

磨

云
、

廓

然

無

聖

。

帝

云
、
封

朕

者

誰

。
磨

云

、
不

識

。
代

云

、
大

通

智

勝

佛

十

劫

不

得

成

佛

道

。
宣

又

虚

玄

大

道

ト

ハ
、
教

外

極

妙
窮

源

ノ
処

也

。

　
り

ぜ
　
へ
　

へ
　

こ
　
　
え
　

是

又
無

着

.
真

宗

也

。

此

句

、

人

天

眼

目
ノ
着

語

也

。
廓

然

無

聖

ノ
処

、

誰

不

識

.
処

ハ
、

大

通

智

勝

佛

・
上

三
ア
、

全

扁

可

レ
見
合

。

大

通

智

勝

佛

上

テ

、

仏

法

.
現

ス

ル
ト

云

口

ロ

テ
也

。

不

得

力
成

佛

道

也

。

武

帝

.
封

レ
朕

.ズ

ル

モ

ノ

ハ
誰

ソ

ト

不

レ
知

ル
ガ

〔

〕

ト

達

を

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　り　

　
　

　
　　　

磨

不

識

ヵ
見

真

也

。
螢

山

批

判

二
云

、
三

世

諸

佛

モ
謄

望

不

レ
及

、
歴

代

祖

師

モ
傳

授

ル
コ
不

レ
得

。
劃

レ
朕

二
者

ハ
誰

メ
。
好

介

.
消

息

還

見

慶

ヤ
。

こ
　
　
　

為

レ
什

慶

不

識

ナ

ル
。
現

成

公

案

、

山

不

レ
可

レ
知

二
是

.
山

外
、
水

不

レ
可

レ
知

訪
是

水

↓
、

更
無

レ
入

処

、
柳

ハ
緑

花

ハ
紅

、

不
會

大

難

可

、
老

　
り

　
　

胡

.知
不
レ
及
処
也
。
若
及
.処
ナ
ラ

バ
、
聖
凡
有
レ間
断
、
不
識
ノ処
聖
凡
無

二
、
佛
祖
不
會
、
口
口
無
間
断
、
意
識
不
レ
及
境
界
、
心

　

　
　
　

王
不
動
ノ
地
也
。
是
則
不
識
上

一
句
也
。
世
尊
密
語
、
廓
然
無
聖
也
。
迦
葉
不
履
蔵
、
現
成
公
案
也
。
計
較
不
レ
及
処
也
。
内
外

一
如

　　
と

　
　

也

。
峨

山

先

師

、
旭

日
.
入

レ
壁

照

レ
書

ヲ
得

レ
其

旨

り
示
ホ

。
達

磨

不
會

大

難

日

、
不

識

.
処
也

。
又
於

レ
此

話

二
参

得

多

シ
。

了
庵

派

ニ

ハ
、

誰

不

識

ヲ
主

中

主

二
用

也

。

又
白

井

門

派

ニ
ハ
、

笑

テ
入
げ
芳

塵

一「一燗

漫

□

用

也

。

云

心

ハ、

此

ノ
君

子

.
□

□

.
公

子

タ

チ

ト

ウ

チ

マ
ジ

ワ
リ
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テ
遊

ノ
ハ
、

イ

ツ

レ
ガ

本

ノ

主

ヤ

ラ

ウ

、

マ

〔

〕

ク
、

ヘ
ダ

テ

ナ

シ

。

ホ

ド

ニ
、

誰

不

識

ト
用

也

。

又

予
師

金

岡

ノ
参

得

ハ
、

封

朕

者

誰

ソ

。

口

武

帝

ノ
キ

ト

、

達

磨

ノ
不

識

ト
用

別

也

。

更

参

セ

ヨ
。

　
　

四

、
青

原

行

思

、

僧

問

、

不

レ
落

階

級

一何

.
所

四
務

。

師

云
、

聖

諦

亦

不
為

、

答

話

意

旨
如

何

。

代

云

、

虚

空

無

レ
内

外

、

心

法

亦

如

レ

　　
　

斯

。

注

云

、

心

空

ノ
性

二
何

.
ヘ
タ

テ

ガ

ソ
ウ

ズ

カ

、

不

レ
落

二
階

級

弓
理
也

。

聖

□

〔

〕

空

性

也

。

如

二
幻

翁

ノ
批

判

一
二
、

本

来

無

四

こ
　

名

相

一
、

聖

〔

〕

在

二
此

屯

～。

任

運

〔

〕
、

古

今

無

レ
間

断

。

此

時

空

中

二何

ニ
モ
坐

セ

ス
ト

云

コ
ト

ナ

シ
。

又
古

今

二
無

レ
間

。

空

ノ
用

処

ナ

リ

。

螢

山

和

尚

云

、

柄

被

蒙

頭

坐

冷

暖

只
自

知

。

此

.
時

ハ高

上

ナ

リ

、

只

イ

ウ

マ
テ

也

。

此

時

何

.
階

級

ガ

ア

ル

　
　

　
　
た
　
　
　
　
　

ヘ
キ

ゾ

。

是

力

、

聖

諦

也

。

何

ヲ
モ

不

ゆ
為

行

李

也

。

又

投

子
青

頒

、

無

レ
見

二
頂

露

一雲

急

メ
、

劫

外

ノ
霊

枝

不

レ
帯

レ
春

ヲ
。

那

辺

不

レ
坐

　
よ
　
ぎ
　

ず

二
空

王

殿

薫

、
争

ヵ
肯

転

け
田

二
向

レ
日
輪

二
。
是

ハ
、
此

.
主

ハ
那

辺

ニ
モ
不

レ
坐

、

又

何

ヵ
日
輪

天

子

.
位

ニ
モ
不

レ
坐

、

ド

コ
ホ

ド

デ

カ

ァ

ル
ラ

ン

ト

、

不
犯

ノ

〔

〕

也

。

了
庵

派

如

レ
斯

用

口

。

吾

宗

那

辺

透

過

メ
、

有

二
出

身

路

一処

也

。

石

屋

派

ニ
テ

ハ
、

不

〔

〕

漢

地

〔

〕
、

刀
朋
心

二
用

也

。

此

時

不

レ
落

二
階

級

一人

也

。

聖

諦

又

不
為

ノ
人

ナ

リ

。

五

、

洞

山
悟

本

大

師

問

雲

岩

、

無

情

説

法

何

人

ヵ
得

レ
折

コ
ヲ
。

岩

云

、

無

情

折

得

。

山

云
、

某

甲

シ
為

レ
什

麿

不

レ
聞

。

岩

堅

二
起

ノ
彿

子

弓

云

、

還

聞
麿

ヤ
。

山
有

レ
省

、

乃

云
、

也

太

奇

々

々

々

、

無

情

説

法

不

思

議

。

若

將

レ
耳

折

い
声

ヲ
不

現

、

眼

処

二
聞

レ
声

.
方

二
得

障
知

コ
.
。

此

ノ

心

ハ
、

無

情

.
説

ト

ハ
、

不

説

ナ

リ

。

不

説

ナ

レ

ハ
、
不

レ
聞

也

。

是

ヵ
真

.
般

若

ナ

リ

。
代

云

、
吾

亦

不

聞

、

汝

又

無

説

。

無

聞

無

説

真

.
般

若

。

コ
レ

ハ
、

須

菩

提

坐

二
岩

谷

略
、
帝

釈

天

花

.
乱

堕

.
ル
ナ

リ

。
須

菩

提

一
向

只

坐

シ
タ

ル

処
ガ
、

真

・
説

ナ

リ

ト

、

帝

釈

ワ

、

カ

ン
ズ

ル
ナ

リ

。

亦

如

二
幻

翁

批

判

づ
云

、

無

情

説

法

、

有

情

聞

底
道

理

ハ
、

寒

来

ハ
衣

重

子
自

.
禦

レ
寒

ヲ
、
熱

来

弄

扇

子

ヲ
自

除

レ
暑

。

更

二
有

二
軌

則

一慶

也

。

日
心

ハ
、
寒

力
人

二
衣

ヲ
カ

サ

子

サ

セ
ウ

ト

不

レ
思

、
熱

ヵ
扇

子

ヲ
弄

サ

セ

ウ

ト

不

・
思

、
サ

リ

ナ

ガ

ラ

、
寒

ヵ
来

レ

ハ
衣

.
重

子
、
熱

三
扇

子
ヲ
ツ
カ

ウ

ハ
、
無

性

説

ヲ
、
有

性

ノ
人

カ

ウ

ケ

タ

〔

〕
。

代

云
、

風

送

レ
漁

舟

一便

到

レ
岸

、

雨

催

二
樵

子

ヲ
令

レ
阪

レ
家

。

是

モ
、

風

モ
雨

モ
漁

人

山

翁

ヲ
送

ラ

ウ

ト

ハ
、
不

送

也

。

又

了
庵

派

ニ
ハ
、
虚

空

説

法

何

ソ
用

レ
ロ
、
森

羅

万

象

尽
説

法

。
大

悟

シ
用

ハ
、
千

聖

無

⊃
解

會

ト
大

悟

一也

。
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六
、

白

馬

儒

禅

師

問

僧

、

語

黙

動

静

、

総

是

総

不

是

作

麿

生

。

僧

無

語

。

師

乃

打

。

代

僧

二
作

慶

生

口

。

代

云
、

適

来

猶

記

得

ス
。

此

心

ハ
、

ハ
ヤ
サ

キ

ニ
云

ツ

ル

ワ
、
ト

云

心
也

。
尽

ク
ハ
ラ

イ

タ

テ

ル
処

デ

、

〔

〕

マ
ツ

シ

ロ

ニ
云

タ

ナ

リ

。
此

僧

ノ
無

封

ヵ
見

蔓

ナ

リ

。

螢

山
判

云
、

無

封

.
処

、

知

レ
法

者

ハ儂

、

還

〔

〕

子

二
、
末

后

,
一
棒

、

功

不

浪

施

者

。

取

句

、

趙

婆

吸
酢

。

又

、
縦

槍

海

変

終

為

〔

〕
。

香

嚴

樹

上

ノ
話

ト
類

則

也

。

又

、

放

身

捨

命

正

此

時

ト
、

了
庵

派

二
用

也

。

七

、

情

女

離

魂

。

那

介

是

真

底

。

傳

燈

抄

云

、

王

藻

情

日

、

張

豊

女

有

柔

娩

、

母

語

コ
王

寅

二
日

、

我

女

嫁

汝

及

長

。

父
堕

不

許

。

王

寅

慎

然

入
京

。

乃

柔

振

レ
名

一
代

。

一
日

舟

行

口

〔

〕

也

。

口

口

汝

是

誰

也

。
竪

女

也

。
曽

口

口

今

遂

其

口

。
寅

宣
昇
其

美

入

レ
蜀

生

二
子

。

口

口

将

二

子

到
竪

。

々
驚

日

、
我

女

口

口
宮

、
其

魂

口

口

、
故

情

女

離

魂
。

如

幻

翁

云

、
此

話

全

扁

宏

智

八
句

相

當

ル
也

。

百
億

分

身

処

々
真

也

。
榮

山

云

、

一
切

智

々
清

浄

無

二

、

々

々
分

無

別

無

断

故

。

又

云
、

御

影

ヲ
道

レ
真

ト
、
如

何

下

語

。

一
僧

云
、

分

明

紙

上

張

公

子

、

尽

力

高

声

喚

下

レ
磨

。

五

祖

栽

松

道

者

ノ
機

用

ヲ
青

原

密

語

メ
云
、

影

揺

千

尺

竜

蛇

動

、

声

憾

半

尺

ヲ
風

雨

寒

シ
。

又

、

判

云

、
影

見

ハ
竜

全

非

レ
竜

二
、
又

、
見

レ
蛇

又
非

レ
蛇

二
、

只
松

影

耳

。
其

作

レ
風

ヲ
聞

ハ
全

非

・
風

、
作

レ
雨

亦

非

レ
雨

。
只

松

声

耳

。

〔

〕

若

〔

〕

五

祖

亦

虚

也

。

五

祖

亦

真

也

。

拶

云
、

情

女

離

魂

、

那
介

ヵ
是

真

底

。

代

、

〔

〕

如

照

像

。

又

、

水

銀

無

蝦

、

阿

魏

無

真

。

コ

レ

ハ
、

假

ヵ
真

ト
用
也

。

代

心

モ
、

影

二
有

形

也

。

又

、

鏡

ハ
分

身

ノ
用

処

ナ

リ

。

又

、

疎

影

横

斜

水

清

濤

。

梅

花

ハ月

,
夜

二
水

二

印

シ
タ

ル
影

ヵ
見

真

也

。

是

モ
ロ
ガ
真

ト
用

也

。

又

紙

上

張

公

子

モ
昼

分

明

二
見

テ
喚

タ

ル
心

ハ
、

假

ヵ
真

也

。

御

影

ヲ
真

前

ト
云

モ
、

此

心
也

。

又

雨

手
展

開

メ
云

、
左

右

逢

源

。

了
庵

派

二
爾

手

展

開

ハ
空

.
用

処

、

爾

手

共

空

也

。

ホ

ト

ニ
、

左

右

逢

源

也

。

　
　

八

、
徳

山

托

鉢

下
堂

シ
タ

ル
心

ハ
、

ナ

ニ
心

モ

ナ

ク

、

フ

ツ
ト

行

キ

タ

ケ

レ

ハ
、

出

テ
タ

マ
テ

也

。

ア

ル

ヲ
、

雪

峰

.
、
此

老

漢

、

鐘

未

レ
鳴

鼓

未

ゆ
二
響

、
托

鉢

何

力

去

ル
ト

云

タ

ル
心

、
声

色

以

前

ノ
ロ

カ

ト

云

キ

ナ

リ

。
山

低

頭

シ
テ

販

方

丈

ハ
、
阪

タ

ケ

レ

ハ
、
阪

タ

マ
デ

也

。

岩

頭

ノ
此

老

漢

不

レ
會

末

后
句

ヲ
ト

云

心

ハ
、

ア

マ
リ
何

真

モ
ナ

イ

ホ

ト

ニ
、

楼

ア

リ

サ

ウ

ニ
云

也

。

又
密

啓

モ
只

耳

ニ
モ
ノ

ヲ

云

様

ニ
シ

テ

販

也

。

明

口

陞

堂

シ

テ

云

、

ヨ
ノ

ツ
子

ノ
真

ト
ヲ

ナ

シ

カ

ラ

ス
。
此

老

漢

會

末

后

句

ヲ
ト

云

モ
、

様

ア
リ

サ

ウ

ニ
、
云

イ

ナ

シ

タ

マ
デ

也

。

三
季

活

ヲ
得

タ

リ

ト

云

モ
、

ハ
タ

シ
テ

三
季

シ

テ

死

シ

タ

ル

ハ
、

云

イ

ア

ワ
セ

タ

マ
デ

ヨ
。
徳

山
托

鉢

シ

テ

下

レ
堂

与

販

方

丈

、
有
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請
託
慶
。
代
云
、
心
々
不
レ燭
ル物
二、
歩
々
不
レ渉
レ縁
二。
雪
峰
、
此
老
漢

何
処
去
ト
道
意
旨
如
何
。
代

云
、
天
桃
窓
下
背
花
眠

ル。
又
、
世
界
混
然
未
獲
時
キ
。
又
睡
中
ノ
消
息
太
分
明
。
岩
頭
云
、
此
老
漢
不
レ會
末
后
句
弓。
又
密
啓
コ其
意
づ
。
又
、
會
末
后
句
、
岩

　
　

　
　
　

頭
意
旨
如
何
。
代
云
、
明
眼
柄
僧
皆
陳
挙
ス
不
陳
挙
モ
、
又
不
レ
相
弥
。
徳
山
ノ
機
ハ
ス
ヱ
マ
テ
同
者
也
。
岩
頭
ノ機
者
、
末

マ
デ
ヤ
ウ
ガ

え
　

　

マ
シ
ケ

ニ
云

テ

、

人

ヲ

タ

ブ

ラ

カ

ス
也

。
雪

峰

ハ
声

色

已

前

ニ
ヲ

ク

也

。

三

人

ノ
手

ダ

テ

別

々
也

。

ハ
タ

シ

テ

ハ
、

同

シ
者

也

。

又
大

源

門

徒

於

二
岱

蔵

主

.
會

下
↓
二参

得

ス
。

師

云

、

末

后
句

ヲ
不

レ
會

ト
云

タ

ル
キ

ヲ

云

へ
。

鼓

未

鳴

鐘

未

下
堂

.
ル
、

密

啓

.
処

ト
云

ハ
、

同

シ
用

也

。
無

門

頒

二、

末

后

与

最

初

是

不

レ
此

.
句

二
、

若

是

末

后

ナ

ラ

バ
、
岩

頭

・
徳

山

土
ハ
ニ
未

レ
見

夢

有

ン
、
ト

云

タ

モ
、

死

ル
時

節

ヲ

〔

〕

ル
者

ハ
ナ

シ
ト

云
心

也

。
ホ

ド

ニ

コ
ソ
、
宗

旨

末

后

ト

ハ
、
同

シ

死

底

ノ
処

ナ

レ
ト

モ
、

行

李

二
到

テ
、

只

死

ナ

ウ

ズ

マ
デ

ヨ
、

ト

云

ハ
、

高

上

也

。

〔

〕

最

初

ト

ハ
、

別

也

。
頒

ニ
ヨ

ク

ア

ウ

也

。

コ
レ
ガ

、

宗

旨

ノ
末

后

ナ

リ

。
最

初

末

后

ト

ハ
、
大

死

底

一
句

ヲ
云

へ
云

ヘ
ト

示

ス
処

ナ

リ

。

九

、
仰

山
恵

寂

禅

師

、

因

僧

問

、
法

身

還
解

説

法

也

無

也

。
師

云

、
我

不

レ
得

レ
説

コ
、

別

二有

人

説

得

タ

リ

。
僧

云

、
説

得

底

人

何

在

。

仰

山

推

出

枕

子

.
。

鴻

山

聞

得

云
、

寂

子

用

二
剣

刃

上

.
夏

弓
。

螢

山

云
、

我

亦

推

出

蒲

團

モ
。

急

ト
坐

ス
ル

正
當

ハ
、

無

念

無

相

也

。

蕎

此

コ
ガ

、
好

ク
何

ヲ
モ
キ

ル

処

ナ

リ

。

コ

レ

ハ
、
自

己

法

身

ノ
答

ナ

リ

。
此

ノ
時

ワ
、

ヤ
ブ

リ

ハ
也

。

又

枕

ヲ
案

ス

ル

ポ

ド

ニ
、

ク

ヒ

ノ
塞

ノ
用

処

也

。

蒲

團

モ
急

ト
坐

ス
レ
、

正

當

ハ
、

無

念

無

相

也

。

蕎

コ

ン
ガ

、

好

ナ

リ

。

又

、

枕

ヲ
案

シ
テ

極

睡

二
到

処

ガ
、

法

身

也

。

蕎

極

睡

・
時

、

何

ニ
モ

ナ

イ

ソ

。

ホ

ト

ニ
、
創

刃

上

也

。

代

、

鴎

。

又

頭

落

又

不

知

。

又

法

身

、
説

法

ト

ハ
、

無

説

也

。

無

語

、
処

聖

最

初

呈

ス

ル
無

分

也

。

十

、

來

山

會

因

僧

問

、
如

何

是

道

。
山

云
、

大

陽

溢

目

、
万

里

不

掛

片

雲

ヲ
。

僧

云

、
学

人

不
會

。
師

云

、
清

浄

水

魚

自

迷

。
僧

礼

葬

。

榮

山

云

、

歴

々

不
昧

、

処

々
現

成

。

又
清

浄

水

魚

自

迷

ハ
、

自

ヲ
是

似

レ
騎

レ
牛

覚

レ
牛

。

注

云

、

答

話

心

ハ
、

拶

二
開

眼

づ
云

、

虚

空

無

内

外

、

心
法

亦

如

レ
斯

。

又
内

外

虚

玄

、

徹

底

空

寂

。

是

レ

ハ
、

目

前

真

大

道

ヲ
答

ル
ナ

リ

。

ア

ル

ヲ
、

此

僧

ワ
、

見

ワ
ヅ

ス
ホ

ド

ニ
、

魚

.
水

二
迷

ガ
如

空

中

二
坐

シ

テ

、

空

中

ヲ
看

テ

シ

ラ

ヌ
ゾ

、

ト

云

心

也

。

代

、

目

前

真

大

道

、

不

見

臓

毫

也

大

奇

。
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理
上
坐
右
伏
以
挙
二古
徳
機
縁

一
十
則
了
也
。

一
々
透
得
。

第

一
、
拮
花
話
、
三
世
諸
佛

一
大
真
因
縁
也
。
第
二
、
門
前
刹
竿
話
、

一
切
祖
師
獲
名
之
榜
様
也
。
第
三
、
不
識
話
。
佛
祖
不
傳
不

授

之
如
也
。
第
四
、
聖
諦
亦
不
為
ノ
話
。
歴
代
祖
師
能
行
到
所
。
第
五
、
無
情
説
法
之
話
。
五
祖
明
心
悟
道
初
也

。
第
六
、
六
外

一
句

話
、
天
下
柄
僧
呑
吐
不
得
底
也
。
第
七
、
情
女
離
魂
.
話
。
諸
佛
諸
祖
勇
猛
精
進
.力
也
。
第
八
、
徳
山
托
鉢
.
話
、
古
人
放
行
任
運
.

　
　

作

略
也
。
第
九
、
枕
子
之
話
。
古
徳
不
瞬
得
二犯
シ鋒
錐
弓傷
詔
ヲ
手
ヲ底
ノ
手
段
也
。
第
十
、
道
不
會
ノ
話
。
古
徳
垂
レ手
救
ゆ
弊
底
ノ
楼
子
也
。

　

　ゑ

学

人

須

ク
欲

い
成

二
大

善

知

識

一
、

先

ッ
参

協
此

ノ
一
十

則

ノ
大

隻

づ
。

若

シ
参

不

得

.
ハ
、

未

嘩
許

レ
称

二
吾

ヵ
児

孫

↓
。

實

哉

斯

ノ
言

、

可

秘

々

々
。

ス

於
能
州
洞
谷
山
永
光
禅
寺
丈
室
五
十
四
榮
山
比
丘
紹
瑛
書
之
。
,

『十
則
正
法
眼
井
抄
』
は
、
前
半
が
所
詮
謂

『秘
密
正
法
眼
蔵
』
で
あ
り
続
い
て
上
掲

の

「十
則
正
法
眼
抄
」
が
続
く
構
成
で
あ
る
。

　
　

本
抄
に
は
、
「
又
予
師
金
岡
ノ参
得

ハ、
封
朕
者
誰
ソ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
抄
者
は
金
岡
用
兼

の
弟
子
章
山
賜
要
に
比
定
し
得
る

か
も
し
れ
な
い
。
又
、
通
幻
寂
璽
、
螢
山
紹
瑛
、
峨
山
紹
碩
の
語
の
引
用
が
見
え
る
外
に
、
「當
門
派

(石
屋
派
)
」
の
解
釈
に
対
し
て
、
「了

庵
派
」

「白
井
門
徒

(双
林
寺
派
)
」
の
解
釈
が
引
き
合

い
に
出
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

さ

て
、
語
録
抄
か
ら
代
語

・
本
参

へ
、
更
に
代
語

・
本
参
か
ら
切
紙

へ
と
い
う
、
洞
門
抄
物
に
お
け
る
変
遷
の
枠
組
み
を
提
示
し
た
の

は
、
石
川
力
山
氏
で
あ

っ
た
。
又
、
円
応
寺
所
蔵
の
禅
籍
抄
物
に

一
早
く
注
目
し
、
紹
介
を
行

っ
た

の
も
石
川
氏
で
あ
る
。
私
は
、
円
応

寺
所
蔵

の
抄
物
を
資
料
と
し
て
、
本
参
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
問
題
点
の
ほ
と
ん
ど
が
既
に
石
川
氏

に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
愕
然
と
す
る
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
枠
組
み
や
資

料
の
歴
史
的
位
置
づ

け
に

つ
い
て
は
批
判
的
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

(こ
の
稿
未
完
)
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〔註

〕

①
拙
稿

〔大
徳
寺
派
系
密
参
録
に
つ
い
て

(
一
)
1

『雲
門
録
百
則
』
を
中
心
に
し
て
ー
」
(『宗
学
研
究
』
三
六
号
)

同
右

「大
徳
寺
派
系
密
参
録
に
つ
い
て

(二
)
1

『臨
済
録
』
の
密
参
録
を
中
心
と
し
て
ー
」
(『駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
七
号
)

同
右

「大
徳
寺
派
系
密
参
録
に
つ
い
て

(三
)
1

『碧
巖
録
龍
獄
和
尚
秘
辮
』
を
中
心
に
ー
」
(『曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
二
五
号
)

同
右

「大
徳
寺
派
系
密
参
録
に
つ
い
て

(四
)
ー

〈碧
岩
類
則
密
参
録
〉
を
中
心
に
し
て
ー
」
(『宗
学
研
究
』
三
七
号
)

同
右

「大
徳
寺
派
系
密
参
録
に
つ
い
て

(五
)
ー

『百
則
密
参
録
』
を
中
心
に
し
て
ー
」
(『駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
八
号
)

同
右

「足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
の
禅
籍
に
つ
い
て
」
(『禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二

一
号
)

②
石
川
力
山

「洞
門
抄
物
の
発
生
と
そ
の
性
格
」
(『松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
二
号
)

③
石
川
力
山

「『人
天
眼
目
抄
』
に
つ
い
て
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
六
巻
二
号
)

④
拙
稿

「大
東
急
記
念
文
庫
蔵

『人
天
眼
目
批
卸
集
』
に
つ
い
て
」
(『駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
七
号
)

同
右

「中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る

『人
天
眼
目
』
の
受
容
に
つ
い
て
」
(『曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
二
八
号
)

⑤
拙
稿

「叡
山
文
庫
蔵

『碧
巖
休
岱
記
』
に
つ
い
て
」
(『宗
学
研
究
』
三
九
号
)

⑥
金
田
弘

「叡
山
文
庫
と
禅
籍
抄
物
」
(『国
学
院
雑
誌
』
八
二
巻
五
号
)

⑦
石
川
力
山

「円
応
寺
所
蔵
の

『山
雲
海
月
圖
』
に
つ
い
て
」
(『曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』

一
一
号
)

⑧
椎
名
宏
雄

「六
地
蔵
寺
所
蔵
禅
籍
目
録
及
び
解
題
」
(『書
誌
学
』
新
二
六

・
二
七
号
)

⑨
拙
稿

「禅
籍
抄
物
研
究

(
一
)
」
(『曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』

=

号
)

⑩
石
川
力
山

「肥
前
円
応
寺
所
蔵
の
門
参
資
料
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
九
巻
二
号
)
。
円
応
寺
所
蔵
の
本
参
資
料
と
し
て
は
、
『大
巷
和
尚
下
語
』

(勝
山
禅
殊
筆
写
、

一
里
勝
鈍
の
慶
長
四
年
の
識
語
あ
り
)
、
『閑
語
不
見
』
(勝
山
筆
写
、
天
叢
殊
久
か
ら
勝
鈍
に
附
与
さ
れ
た
旨
の
、
元
和
五
年

の
識
語
あ
り
)
、
『霊
機
宏
聖
道
三
位
之
次
第
』
(禅
殊
書
写
力
、
後
欠
)、
『
二
十
七
通
句
』
(仮
題
、
勝
巌
宗
殊
筆
写
、
華
嶽
宗
藝
手
沢
本
)
等
が
あ

る
。

⑪
注
②
石
川
論
文
参
照
。

⑫
表
紙
に

「圓
慮
室
中
置
之
。
華
岳

(花
押
)
/
参
禅
」
と
あ
り
、
奥
書
等
は
な
く
七
世
朝
翁
殊
厳
の
弟
子
八
世
華
嶽
宗
藝
筆
に
よ
る
江
戸
時
代
初
期

の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。
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⑬
表
紙
に

「百
則
始
終
勘
破
了
」
と
あ
り
、
奥
書
に

「天
正
三
乙
亥
白
仲
春
下
辮
於
瑞
阜
精
舎
書
之
畢

殊
久
謹
合
爪
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
別
書

で
、

「前
惣
持
妙
音
三
世
天
叢
和
尚
附
勝
鈍
、
今
寄
附
圓
磨
、
以
為
後
代
亀
鏡
者
也
。
皆
元
和
已
未
黄
梅
吉
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
妙
音

寺
三
世
の
天
叢
殊
久
が
天
正
三
年

(
一
五
七
五
)
に
書
写
し
た
も
の
を
円
応
寺
六
世

一
里
勝
純
に
附
与
し
て
、
元
和
五
年

(
一
六

一
九
)
に
円
応
寺

に
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
叢
殊
久
の
書
写
本
と
し
て
は
、
他
に

『霊
機
宏
聖
道
三
位
之
次
第
』
(永
禄
三
年

〈
一
五
六
〇
〉
写
)

が
あ
る
。

⑭
石
川
力
山

「中
世
曹
洞
宗
切
紙
の
分
類
試
論

(二
)
1
龍
泰
寺
所
蔵

『仏
家

一
大
事
夜
話
』
に
つ
い
て
ー
」

⑮
同
右

「『
円
応
中
興
了
然
大
和
尚
法
語
』
に
つ
い
て
」
(『宗
学
研
究
』
二
一二
号
)
。
外
に

『秘
傅
集
』
(勝
山
禅
殊
筆
写
、
前
半
が
代
語
、
後
半
は
代

語
抄
。
前
欠
)
が
存
す
る
。

⑯
同
右

「肥
前
円
応
寺
所
蔵

『大
巷
和
尚
法
語
』
に
つ
い
て
」
(『宗
学
研
究
』
二
二
号
)。
奥
書
に

「圓
磨
室
中
笈
箱
裏
置
焉
。
勝
山
和
尚
手
跡
、
向

後
莫
/
分
失
、
請
取
可
相
授
也
夷
。
/
慶
長
四
年
戊
戌
孟
春
廿
二
日

一
嬰
勝
鈍
」
と
あ
る
。

⑰
同
右

「峨
山
和
尚
論
抄

『自
得
暉
録
』
に
つ
い
て
」
(『宗
教
学
論
集
』
第
九
輯
)

同
右

「『霊
竺
浄
慈
自
得
暉
禅
師
語
録
抄
』
に
つ
い
て
の
研
究

(
一
)」
(『駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
八
号
)

⑱
註
④
⑨
の
拙
稿
参
照
。
『
一
華
開
五
葉
』
(内
題

「峨
山
和
尚
人
天
眼
之
代
」
茨
城
県
六
地
蔵
寺
蔵
)
及
び

『小
参
之
抄

〈総
持
二
代
和
尚
之
下
語
〉
』

(長
野
県
大
安
寺
蔵
、
静
岡
県
最
福
寺
蔵
)
に
つ
い
て
、
翻
刻
と
簡
単
な
紹
介
を
行
っ
た
。

⑲
石
川
力
山

「中
世
曹
洞
宗
切
紙
の
分
類
試
論

(五
)
1
叢
林
行
事
関
係
を
中
心
と
し
て

(続
)
1
」
(『駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
四
三
号
)

⑳
拙
稿

「潔
堂
派
切
紙
に
関
す
る

一
試
論
ー
常
光
寺
資
料
を
中
心
に
し
て
ー
」
(『駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
七
号
)

⑳
拙
稿

「潔
堂
派
所
伝
の
切
紙
に
つ
い
て
ー
常
光
寺
蔵
切
紙
の
紹
介
1
」
(『駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
九
号
)

⑳
⑲

石
川
論
文
参
照
。

安
藤
嘉
則

「曹
洞
三
位
の
研
究

(
一
)」
(『駒
澤
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
号
)

⑳

『永
平
寺
三
十
四
話
本
参
』
は
、
永
平
寺
所
蔵
本
及
び
龍
沢
寺
所
所
蔵
本
が
あ
り
、
『南
谷
老
師
三
十
四
関
』
は
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
あ
る
。

⑳
石
川
力
山

「『秘
密
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
」
(『宗
学
研
究
』
二
〇
号
)

同
右

「『秘
密
正
法
眼
蔵
』
再
考
」
(『宗
学
研
究
』
二
一
号
)

⑳
石
川
力
山

「美
濃
国
龍
泰
寺
所
蔵
の
門
参
資
料
に
つ
い
て

(上
)
(中
)
(下
)」
(『駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
七
～
三
九
号
)」
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上
記
論
文
に
お
い
て
、
石
川
氏
は

「十
則
正
法
眼
蔵
」
に
つ
い
て
分
析
を
な
さ
れ
、
又
円
応
寺
所
蔵
本
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

他
に
快
庵
派
門
参
の
大
安
寺
蔵

『本
来
面
目
』
に
も

「十
則
正
法
眼
」
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。

【関
係
法
系
図
】
(傍
線
筆
者
)

道

テ
「
I
I
懐

装
I
I
ー
徹

通

義

介
-

螢

山

紹

瑛

峨

山

紹

碩

(
一
二
〇
〇
～

一
二
五
三
)

(
一
一
九
八
～

=
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